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序
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一
　
は
じ
め
に

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
実
親
子
と
は
、
一
般
に
血
の
つ
な
が
り
の
あ
る
親
子
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
自
然
生
殖
の
場
合
、
母
子
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
二
三

七
一
七

の
血
の
つ
な
が
り
は
分
娩
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
判
例
も
こ
れ
を
踏
ま
え
て
法
的
な
母
子
関
係
を
決
定
す
る
（
最
二
判
昭

和
三
七
年
四
月
二
七
日
民
集
一
六
巻
七
号
一
二
四
七
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
父
子
関
係
は
、
血
液
型
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
を
し
な
い
限
り
、
血

の
つ
な
が
り
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
民
法
は
、
妻
が
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
子
を
夫
の
子
と
推
定
す
る
制
度
を
設
け
（
民
七
七
二

条
一
項
）、
他
方
で
、
父
母
が
婚
姻
関
係
に
な
い
子
に
つ
い
て
は
、
父
が
自
己
の
子
で
あ
る
と
認
め
る
か
（
民
七
七
九
条
）、
あ
る
い
は
父
が

任
意
に
認
知
し
な
い
と
き
に
、
子
の
側
か
ら
認
知
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
父
子
関
係
を
成
立
さ
せ
る
制
度
を
設
け
た
（
民
七
八

七
条
）。
こ
う
し
て
成
立
し
た
法
的
な
父
子
関
係
に
つ
い
て
争
う
場
合
に
は
、嫡
出
推
定
は
嫡
出
否
認
の
訴
え
を（
民
七
七
四
条
・
七
七
五
条
）、

認
知
は
認
知
無
効
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
否
定
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
（
民
七
八
六
条
）。
認
知
無
効
の
訴
え
は
、
利
害
関

係
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
提
訴
で
き
、
提
訴
期
間
の
制
限
も
な
い
。
最
三
判
平
成
二
六
年
一
月
一
四
日
民
集
六
八
巻
一
号
一
頁
は
、
自
ら
認
知

を
し
た
者
で
さ
え
、
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
は
、
き
わ
め
て
厳
格
に
提
訴
期
間
と
提
訴
権
者

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
提
訴
期
間
は
、
夫
が
子
の
出
生
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以
内
で
あ
り
（
民
七
七
七
条
、
夫
が
成
年
被
後

見
人
で
あ
る
場
合
の
例
外
は
七
七
八
条
）、
提
訴
権
者
は
夫
の
み
で
あ
る
（
民
七
七
四
条
、
夫
が
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
場
合
と
死
亡
し
た

場
合
の
例
外
に
つ
い
て
人
訴
法
一
四
条
・
四
一
条
）。

　

以
上
の
よ
う
な
現
行
法
の
嫡
出
否
認
制
度
に
対
し
て
は
学
説
か
ら
の
批
判
が
強
く
、
子
の
身
分
関
係
が
早
期
に
確
定
さ
れ
、
家
庭
の
平
和

が
保
持
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
真
実
に
反
す
る
親
子
関
係
が
法
律
上
の
親
子
と
し
て
確
定
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
可
能

な
限
り
回
避
す
る
目
的
で
、﹁
嫡
出
推
定
の
及
ば
な
い
子
﹂
と
い
う
概
念
が
考
案
さ
れ
た
。
婚
姻
中
に
妻
が
懐
胎
し
た
場
合
で
も
、
一
定
の

場
合
に
は
嫡
出
推
定
が
及
ば
な
い
こ
と
と
し
、
提
訴
権
者
や
提
訴
期
間
の
制
限
の
な
い
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
父
子
関
係
を

否
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
い
か
な
る
場
合
に
推
定
が
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
か
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
、
一
貫
し

て
外
観
説
の
立
場
を
採
っ
て
お
り
、
最
一
判
平
成
二
六
年
七
月
一
七
日
民
集
六
六
巻
六
号
五
四
七
頁
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
立
場
が
改
め
て
明
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
二
四

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
一
八

ら
か
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
学
説
上
は
様
々
な
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
学
説
の
関
心
は
、
推
定
排
除
の
要
件
論
に

注
が
れ
て
い
る）

1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
わ
が
国
で
は
、
法
律
改
正
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
嫡
出
推
定
の
排
除
と
い
う
解
釈
論
に
よ
っ
て
、
嫡
出
否
認
の
実
質
的
拡
大

が
図
ら
れ
て
き
た）

2
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
諸
外
国
に
目
を
向
け
る
と
、
法
律
上
、
否
認
権
者
や
提
訴
期
間
を
拡
大
・
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

夫
の
子
と
推
定
さ
れ
る
子
の
身
分
を
争
う
余
地
を
広
げ
る
立
法
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
七
二
年
に
、
母

親
に
も
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
父
子
関
係
の
否
認
権
を
認
め
る
改
正
が
行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
子
の
出
生
後
二

年
以
内
に
限
り
、
子
の
法
的
な
父
お
よ
び
母
の
ほ
か
、
血
縁
上
の
父
に
も
父
子
関
係
を
争
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

3
（

。

　

法
的
な
親
子
関
係
の
認
定
に
あ
た
っ
て
、
血
縁
関
係
の
有
無
が
基
本
的
な
考
慮
要
素
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
血
縁

上
の
親
子
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
が
一
致
し
な
い
場
合
が
生
ず
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
、
血
縁
上
の
親
子
関
係
が
存

在
し
な
い
以
上
、
い
か
な
る
場
合
で
も
法
的
な
親
子
関
係
を
否
定
で
き
る
と
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
否
定
で
き
な
い
余
地
も
認
め
る
べ
き
な

の
か
、
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
実
親
子
法
を
考
え
る
上
で
、
根
幹
を
な
す
問

題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
血
縁
主
義
の
限
界
が
ど
こ
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
か
を
探
り
た
い
。

二
　
検
討
対
象

　

上
述
し
た
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
親
子
法
を
比
較
対
象
と
す
る
。
ド
イ
ツ
親
子
法
も
、
生
物
学
上
・
血
縁
上

の
親
子
関
係
を
基
礎
と
し
て
法
的
親
子
関
係
の
確
定
を
企
図
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
民
法
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
す
る
。）
の
制
定
当
初
は
、

わ
が
国
と
同
様
に
嫡
出
否
認
に
関
し
て
は
母
の
夫
の
み
に
、子
の
出
生
を
知
っ
て
か
ら
一
年
以
内
に
限
り
否
認
権
を
認
め
て
い
た）

4
（

。
し
か
し
、

関
係
す
る
種
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
を
重
ね
な
が
ら
、
徐
々
に
否
認
権
者
の
拡
大
と
否
認
期
間
の
延
長
が
行
わ
れ）

5
（

、
つ
い
に
は
、
連
邦
憲
法
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成
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と
社
会
的
家
族
的
関
係

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
二
五

七
一
九

裁
判
所
の
決
定
を
契
機
と
し
て
二
〇
〇
四
年
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
改
正
に
よ
り
、
生
物
学
上
の
父
に
、
法
的
父
子
関
係
の
否
認
権
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
一
層
血
縁
主
義
を
徹
底
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
も
っ
と

も
、
改
正
法
を
見
る
限
り
、
血
縁
上
の
親
子
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
が
一
致
し
な
い
場
合
に
、
血
縁
主
義
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
血
縁
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
要
素
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
新
一
六
〇
〇
条
は
（
以
下
、
断

り
の
な
い
限
り
条
文
数
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
を
指
す
。）、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
的
な
父

と
そ
の
子
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
な
い
と
き
（
ま
た
は
、
法
的
な
父
が
死
亡
し
て
い
る
と
き
に
は
、
死
亡
の
時
点
で
社
会
的
家
族
的

関
係
が
な
か
っ
た
と
き
）
に
だ
け
、
否
認
権
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
生
物
学
的
、
遺
伝
的
な
結
合
が
あ
り
、
他
方
で
は
、
社
会
的
な
生
活
関
係
が
あ
る
場
合
に
ど
ち
ら
の
要
素
を
重
視
す
る
の
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
親
子
法
は
、
二
〇
〇
四
年
の
改
正
を
も
っ
て
一
応
の
解
答
を
示
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
生
物
学
上
の

父
に
よ
る
父
子
関
係
の
否
認
制
度
を
導
入
し
た
二
〇
〇
四
年
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
今
日
で
も
な
お
、
議
論
が
お
さ
ま
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
れ
に
伴
っ
て
新
た
な
問
題
や
論
点
も
浮
上
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
本
稿
で
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
ド
イ
ツ
親
子
法
が
父
子
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
か
を
概

観
し
た
う
え
で
、
現
行
制
度
全
体
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
二
〇
〇
四
年
の
改
正
法
に
着
目
し
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
決
定
お
よ
び
改
正
法
が
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
と
意
義
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
を
取
り

上
げ
、
こ
の
改
正
法
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
改
正
後
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
点
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
要
素
が
、
父
子
関
係
成
立
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
分

析
し
、
日
本
の
嫡
出
否
認
の
問
題
や
、
現
に
存
在
す
る
生
物
学
的
な
つ
な
が
り
の
な
い
父
子
関
係
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
点
に
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六
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巻
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一
二
六

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
二
〇

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
二
章
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
立

　
一
　
ド
イ
ツ
父
子
関
係
法
の
沿
革（

（
（

　

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
七
年
に
嫡
出
・
非
嫡
出
の
区
別
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
法
的
な
父
子
関
係
の
設
定
お
よ
び
否
定
に
関
す

る
法
規
定
も
、
嫡
出
・
非
嫡
出
の
区
別
な
く
適
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
成
立
か
ら
一
九
九
七
年
改
正
法
ま
で
と
、

一
九
九
七
年
改
正
法
以
降
を
区
分
し
て
立
法
の
展
開
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
後
、
生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
与
え
る
契
機
と
な
っ
た
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
の
二
〇
〇
三
年
四
月
九
日
の
決
定
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
こ
の
決
定
を
踏
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
改
正
法
の
内
容

を
分
析
し
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑴　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
成
立
と
そ
の
後
の
展
開

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
当
時
、
婚
姻
前
懐
胎
子
と
婚
姻
後
懐
胎
子
は
区
別
さ
れ
ず
、
婚
姻
中
に
出
生
し
た
子
は
、
母
の
夫
の
子
で
あ
る
と
定
め
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
、
懐
胎
時
期
の
調
査
を
不
要
と
す
る
こ
と
で
親
の
名
誉
や
家
族
の
平
和
を
保
護
し
、
ま
た
嫡
出
子
と
い
う
地
位
を
で
き
る

限
り
子
に
与
え
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る）

7
（

。
他
方
、
法
的
な
父
子
関
係
を
否
定
す
る
た
め
に
、
嫡
出
否
認
制
度

（E
helichkeitsanfechtung

）
が
設
け
ら
れ
た
。
否
認
権
は
夫
の
み
に
認
め
ら
れ
、
否
認
期
間
は
子
の
出
生
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
間
に

制
限
さ
れ
た
。
夫
の
み
に
否
認
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
夫
が
家
父
長
と
し
て
誰
よ
り
も
子
が
嫡
出
か
非
嫡
出
か
と
い
う
問
題
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
、
嫡
出
子
と
し
て
の
地
位
を
み
だ
り
に
争
わ
せ
ず
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
子
や
妻
の
利
益
に
も
っ
と
も
適
う
と
考
え
ら
れ
た
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
二
七

七
二
一

た
め
で
あ
り
、
子
や
妻
に
ま
で
否
認
権
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
た）

8
（

。
た
だ
し
、
夫
が
否
認
権
を
失
う
こ
と
な
く
死
亡
し
た
場
合
に
は
、

誰
で
も
嫡
出
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
非
嫡
出
子
と
父
の
間
に
は
、
法
的
な
血
族
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
（nicht verw

and

）、
扶
養
請
求
権
の
み
が
認
め

ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
請
求
権
を
除
く
い
か
な
る
権
利
も
非
嫡
出
子
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
父
子
関
係

を
形
成
す
る
認
知
訴
訟
も
存
在
せ
ず
、
父
が
父
子
関
係
を
承
認
し
て
い
た
場
合
で
も
、
そ
れ
は
扶
養
請
求
訴
訟
に
お
い
て
多
数
当
事
者
の
抗

弁
を
封
ず
る
効
果
し
か
持
た
な
か
っ
た）

9
（

。
こ
の
よ
う
に
非
嫡
出
子
に
法
的
な
親
子
関
係
を
形
成
す
る
余
地
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
立

法
者
に
と
っ
て
、
婚
姻
の
固
い
結
び
つ
き
だ
け
が
、
家
族
法
上
の
権
利
義
務
の
要
件
を
形
作
る
道
徳
上
の
根
拠
と
な
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る）
₁（
（

。

　

そ
の
後
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
（
一
九
一
九
年
）
に
、
嫡
出
で
な
い
子
に
対
し
て
は
、
立
法
に
よ
り
、
肉
体
的
精
神
的
及
び
社
会
的
成
長
に

つ
い
て
嫡
出
子
に
対
す
る
と
同
様
の
条
件
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
非
嫡
出
子
条
項
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
嫡
出
子

に
関
す
る
議
論
が
集
中
的
に
行
わ
れ
、
様
々
な
立
法
提
案
も
な
さ
れ
た）
₁₁
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
提
案
は
、
立
法
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
国
家
社
会

主
義
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
三
年
に
ナ
チ
ス
政
権
が
樹
立
す
る
と
、
ナ
チ
ス
の
国
家
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
法
学

や
立
法
政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
種
族
維
持
の
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ
、
血
縁
に
基
づ
く
出
自
の

解
明
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
た）
₁（
（

。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
ナ
チ
ス
期
に
改
正
さ
れ
た
規
定
は
失
効
さ
せ
る
べ
き
か
、

ひ
き
続
き
維
持
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
た）
₁（
（

。
ま
た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
立
法
レ
ベ
ル
で
は
、
基
本
法
三
条
二
項
に
男
女
同
権
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
則
に
従
っ
て
家
族
法
を
整
備
し
直
す
こ
と
や
、
ナ
チ
ス
期
に
婚
姻
法
な
ど
の
単
行
法
が
制
定
さ
れ
た
の
に
対
し
、

改
め
て
家
族
法
を
統
一
し
な
お
す
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
、
一
九
六
一
年
に
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
正
で
は
、
夫
の
否
認
期
間
が
二
年
に

延
長
さ
れ
た
ほ
か
、
条
件
付
き
で
は
あ
っ
た
が
、
子
の
否
認
権
が
新
設
さ
れ
た）
₁（
（

。
男
女
同
権
の
原
則
に
関
連
し
て
、
母
の
否
認
権
に
関
し
て
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
二
八

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
二
二

も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
的
に
議
論
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し
、
母
に
子
の
利
益
に
反
し
て
子
の
非
嫡
出
性
を
確
認
す
る
利
益
を
認

め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
認
め
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た）
₁₅
（

。

　

非
嫡
出
子
の
法
的
父
子
関
係
を
定
め
る
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
一
九
六
九
年
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
の
﹁
非
嫡
出
子
の
法
的
地
位
に

関
す
る
法
律
﹂
に
よ
っ
て
、認
知
（A

nerkennung

）
）
₁₆
（

と
裁
判
上
の
父
子
関
係
確
認
制
度
（V

aterschaftsfeststellung

）
）
₁（
（

が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
認
知
取
消
制
度
（A

nfechtung der V
aterschaftsanerkennung

）
）
₁₈
（

も
設
け
ら
れ
た
が
、
婚
姻
に
基
づ
い
て
形
成
さ

れ
た
親
子
関
係
に
比
べ
て
、
認
知
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
親
子
関
係
を
保
護
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
認
知
取
消
権

は
夫
や
子
以
外
に
母
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
取
消
期
間
に
つ
い
て
は
取
消
権
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た）
₁₉
（

。

⑵　

一
九
九
七
年
改
正（
（（
（

　

上
述
し
た
通
り
、
非
嫡
出
子
と
嫡
出
子
の
区
別
が
撤
廃
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
七
年
一
二
月
一
六
日
成
立
（
一
九
九
八
年
七
月
一
日
施
行
）

の
親
子
法
改
正
法
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
改
正
の
背
景
に
は
、
家
族
の
多
様
化
や
生
活
実
態
の
変
化
が
あ
る）
（₁
（

。
具
体
的
に
は
、
離
婚
数
や
婚

姻
外
の
共
同
体
、
非
嫡
出
子
の
数
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
殊
さ
ら
に
非
嫡
出
子
が
社
会
的
・
経
済
的
に
冷
遇
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況

も
な
く
な
っ
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
婚
姻
観
や
、
子
の
福
祉
に
対
す
る
考
え
方
も
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
嫡
出

子
の
身
分
に
基
づ
く
社
会
的
・
経
済
的
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
は
乏
し
く
な
り
、
そ
れ
よ
り
も
、
子
を
実
際
に
監
護
・
養
育
し
て
い
る
者

と
の
結
び
つ
き
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
が
支
配
的
と
な
っ
た）
（（
（

。

　

一
九
九
七
年
改
正
法
は
、
初
め
て
母
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
五
九
一
条
（
以
下
、
断
り
の
な
い
限
り
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
条
文
を
指
す
）
に
、
子
を

分
娩
し
た
女
性
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
の
他
、
以
下
の
よ
う
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。
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同
志
社
法
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六
八
巻
二
号�

一
二
九

七
二
三

　

⒜　

父
と
さ
れ
る
者

　

一
五
九
二
条
に
お
い
て
、
①
出
生
の
時
点
に
お
い
て
子
の
母
と
婚
姻
し
て
い
た
男
性）
（（
（

（
一
号
）、
②
父
子
関
係
を
認
知
し
た
男
性）
（（
（

（
二
号
）、

お
よ
び
、
③
一
六
〇
〇
条
ｄ
の
裁
判
上
の
父
子
関
係
確
認
制
度
に
よ
り
、
裁
判
上
そ
の
父
子
関
係
が
確
認
さ
れ
た
男
性
（
三
号
）
を
子
の
父

と
さ
れ
る
者
と
し
て
列
挙
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
か
つ
て
の
嫡
出
子
及
び
非
嫡
出
子
ご
と
の
規
定
を
維
持
し
た
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
法

的
な
父
子
関
係
を
設
定
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
認
知
（A

nerkennung

）
に
つ
い
て
は
、
旧
法
に
お
い
て
は
、
父
が
認
知
す
る
際
は
、
子
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
子
が
一
四
歳
未

満
の
場
合
に
は
、
法
定
代
理
人
た
る
少
年
局
が
同
意
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
正
に
よ
り
、
母
固
有
の
同
意
権
が
認
め
ら
れ
、

母
が
監
護
者
で
な
い
場
合
に
、子
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
た
。
③
裁
判
上
の
父
子
関
係
の
確
認（V

aterschaftsfeststellung

）に
関
し
て
も
、

従
来
認
め
ら
れ
て
い
た
子
お
よ
び
血
縁
上
の
父
に
加
え
て
、
母
に
も
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　　

⒝　

否
認
権
者
お
よ
び
否
認
の
要
件

　

旧
規
定
に
お
い
て
は
、法
的
な
父
子
関
係
の
排
除
方
法
と
し
て
、嫡
出
否
認
（E

helichkeitsanfechtung

）
と
、認
知
取
消
（A

nfechtung 

der V
aterschaftsanerkennung

）
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
嫡
出
・
非
嫡
出
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、

母
の
婚
姻
に
基
づ
く
父
子
関
係
も
、
任
意
認
知
に
よ
る
父
子
関
係
も
い
ず
れ
も
父
性
否
認
（V

aterschaftsanfechtung

）
と
い
う
統
一
的

な
法
的
手
段
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
（₅
（

。

　

⑴
で
概
観
し
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
否
認
権
者
は
原
則
と
し
て
、
母
の
夫
と
さ
れ
、
条
件
付
き
で
子
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
正

に
よ
り
、
子
の
否
認
権
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
ほ
か
、
改
正
前
の
議
論
を
受
け
、
否
認
権
者
に
母
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
改
正
前
は
取
消

期
間
や
否
認
期
間
、
お
よ
び
そ
の
起
算
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
母
の
夫
、
認
知
者
、
母
お
よ
び
子
に
よ
る
否
認
の
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
三
〇

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
二
四

期
間
を
統
一
的
に
二
年
と
し
、
そ
の
起
算
点
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
者
が
父
性
に
反
す
る
事
情
を
知
っ
た
時
に
統
一
さ
れ
た）
（₆
（

。
特
に
子
の

否
認
権
に
関
し
て
は
、
成
年
に
達
す
る
ま
で
に
法
定
代
理
人
が
適
時
の
否
認
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
子
が
成
年
に
達
し
て
か
ら
、
父
性

に
反
す
る
事
情
を
知
っ
た
時
を
起
算
点
と
す
る
二
年
間
の
否
認
期
間
が
認
め
ら
れ
た
（
同
条
三
項
））
（（
（

。
さ
ら
に
、
子
に
つ
い
て
は
、
子
が
父

子
関
係
の
維
持
を
期
待
し
得
な
い
よ
う
な
事
情
を
知
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら
再
度
二
年
の
否
認
期
間
が
進
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た

（
同
条
五
項
））
（₈
（

。

　

一
九
九
七
年
改
正
法
の
立
法
過
程
で
は
、
子
の
利
益
や
、
婚
姻
制
度
の
意
義
に
対
す
る
見
方
の
変
化
を
背
景
に
、
否
認
権
者
の
拡
大
を
め

ぐ
る
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
与
え
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
生
物
学
上
の
父
の
否

認
権
は
﹁
社
会
的
家
族
（sozialen F

am
ilie

）
の
福
祉
に
反
す
る）
（₉
（

﹂
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

二
　
二
〇
〇
三
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定（

（（
（

⑴　

問
題
の
所
在

　

一
五
九
四
条
は
認
知
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
生
物
学
上
の
父
が
法
的
に
も
父
と
な
る
こ
と
を
望
む
場
合
、
認
知
を
す
れ
ば

足
り
る
。
し
か
し
、
認
知
に
は
母
の
同
意
を
要
し
（
一
五
九
五
条
一
項
）、
母
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
こ
れ
に
代
替
す
る
制
度
は
設

け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
母
が
同
意
を
拒
む
場
合
、
認
知
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
認
知
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

一
六
〇
〇
条
ｄ
に
裁
判
上
の
父
子
関
係
の
確
認
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
認
知
の
訴
え
と
は
異
な
り
、
生
物
学
上
の
父
も

提
訴
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
上
の
父
子
関
係
確
認
の
前
提
と
し
て
、
母
の
婚
姻
、
若
し
く
は
別
の
男
性
の
認
知
に
よ
り
法
的
な
父

子
関
係
が
す
で
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
父
子
関
係
を
否
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
一
五
九
四
条
二
項
）。
し
た
が
っ
て
、
他
の

男
性
と
子
の
間
に
法
的
な
父
子
関
係
が
存
在
す
る
場
合
、
生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
生
物
学
上
の
父
は
法
的
に
も
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六
八
巻
二
号�

一
三
一

七
二
五

子
の
父
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
一
九
九
五
年
三
月
七
日
の
決
定
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
婚
姻
関
係
に
な
い
父
に
も
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
基
づ
く
親

と
し
て
の
権
利
（E

lternrecht

）
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た）
（₁
（

。
す
な
わ
ち
、
法
的
な
父
で
な
い
生
物
学
上
の
父
に
も
、
父
と
し
て
の
基

本
権
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
権
に
つ
い
て
、
学
説
上
は
立
法
論
も
含
め
て
、
総
じ
て
導
入
に
積
極
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
全
面
的
に
否
定
す

る
こ
と
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
批
判
的
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
た）
（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
最
終
的
に
は
立
法
者
の
採
用
す
る
と

こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。﹁
他
の
関
係
者
が
自
身
の
当
然
の
権
利
た
る
否
認
権
を
行
使
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
実
父
に
よ
る
否
認
は
﹃
社

会
的
家
族
（soziale F

am
ilie

）﹄
の
福
祉
に
反
す
る
。
実
父
に
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る）
（（
（

﹂
と
し
て
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
登
場
し
た
の
が
、
二
〇
〇
三
年
四
月
九
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
で
あ
り
、
こ
の
決
定
に
基
づ
き
ド
イ
ツ

で
は
、
生
物
学
上
の
父
に
も
否
認
権
が
一
定
条
件
の
も
と
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑵　

事
案
の
概
要（
（（
（

　

イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
で
あ
る
Ｘ
は
、
一
九
九
八
年
一
一
月
に
生
ま
れ
た
子
Ｙ
の
父
子
関
係
の
認
知
を
試
み
た
。
し
か
し
、

Ｙ
の
母
は
、
Ｘ
に
よ
る
父
子
関
係
の
認
知
を
望
ま
ず
、
そ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｘ
は
、
区
裁
判
所
に
、
Ｘ
が
Ｙ
の
父
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
申
し
立
て
た
。
Ｘ
は
、
一
九
九
一
年
以
降
、
子
の
母
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
一
九
九
七
年
以
来
、
母
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
の
他
、
以
下
の
こ
と
を
申
し
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｙ
の
出
生
の
際
、
Ｘ
は
立
ち
会
っ
て
お
り
、
臍
の
緒
を
切

断
し
た
。
Ｙ
は
望
ま
れ
た
子
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
母
と
一
緒
に
出
生
の
た
め
の
全
て
の
準
備
を
し
、
例
え
ば
、
子
ど
も
部
屋
に
家
具
を
備
え
付

け
た
。
Ｙ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
名
前
も
二
人
で
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
母
の
側
か
ら
、
Ｘ
と
Ｙ
の
父
子
関
係
に
つ
い
て
、
疑
念
を
述
べ
ら
れ
た
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七
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六

こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
Ｙ
は
黒
い
眼
や
髪
、
皮
膚
の
色
お
よ
び
表
情
も
Ｘ
に
似
て
い
た
。
母
が
午
前
中
働
い
て
い
た
た
め
、
Ｙ
の
出
生

か
ら
最
初
の
三
～
四
カ
月
ま
で
の
間
、
Ｘ
が
主
に
Ｙ
の
世
話
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
母
と
の
関
係
が
破
綻
し
た
。
特
に
、
母
が
戸
籍
役
場

に
、
Ｘ
を
Ｙ
の
父
と
し
て
伝
え
な
か
っ
た
た
め
、
争
い
が
生
じ
た
。

　

母
は
、
被
告
た
る
子
Ｙ
の
名
前
に
お
い
て
、
異
議
を
唱
え
、
Ｘ
の
申
述
を
不
知
と
し
て
争
う
一
方
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
に
別
の
男
性
が

認
知
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
こ
の
男
性
が
Ｙ
の
父
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
を
予
備
的
に
求
め
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
こ
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
六
〇
〇
条
ｄ
一
項
に
よ
る
父
子
関
係
の
確
認
は
、
一
五
九
二

条
一
号
ま
た
は
二
号
に
よ
る
別
の
父
子
関
係
が
存
在
し
な
い
と
き
に
の
み
許
容
し
う
る
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、
母
の
同
意
を
得
た
別
の
男

性
に
よ
る
認
知
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
Ｘ
が
父
子
関
係
の
確
認
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
一
六
〇
〇
条
に
よ

り
否
認
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
五
九
二
条
一
号
お
よ
び
二
号
、
一
五
九
三
条
に
よ
り
父
子
関
係
が
認
め
ら
れ
た
男
性
、
子
の
母
お

よ
び
子
自
身
だ
け
で
あ
り
、
Ｘ
が
認
知
に
基
づ
く
他
の
男
性
の
父
子
関
係
を
否
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
生
物
学
上
の
父
は
立
法
者
に
よ

り
、
意
識
的
に
否
認
権
者
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。

　

Ｘ
は
控
訴
し
た
が
、
ケ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
も
請
求
を
棄
却
し
た）
（₅
（

。
ケ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
裁
判
に
よ
る
父
子
関
係
の
存
在
の

確
認
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
第
一
審
の
係
属
中
に
、
母
の
同
意
を
も
っ
て
他
の
男
性
が
認
知
し
た
と
き
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し

た
。
ま
た
、
立
法
者
は
、
積
極
的
な
父
子
関
係
存
在
の
確
認
を
、
他
の
男
性
と
の
父
子
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
に
意
識
的
に
限
定
し
て
い

る）
（₆
（

。
父
子
関
係
の
否
認
権
を
与
え
ら
れ
た
者
が
否
認
権
を
行
使
し
な
い
と
き
、
他
の
男
性
に
よ
る
訴
え
は
、
そ
の
者
が
生
物
学
上
の
父
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
社
会
的
家
族
の
福
祉
に
反
す
る
。
確
か
に
生
物
学
上
の
父
も
ま
た
、
原
則
と
し
て
基
本
法
六
条
二
項
の
定
め
る
親
と
し
て

の
権
利
（E

lternrechts

）
の
主
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
物
学
上
の
父
の
利
益
に
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
社
会
的
結
付
き
の
中
で
誰
に
も
妨

害
さ
れ
る
こ
と
な
く
成
長
す
る
子
の
利
益
、
お
よ
び
慣
れ
親
し
ん
だ
社
会
的
結
付
き
を
誰
に
も
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
維
持
す
る
母
の
利
益
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六
八
巻
二
号�

一
三
三

七
二
七

が
対
立
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
利
益
も
ま
た
基
本
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
母
が
子
を
認
知
し
た
男
性
と
共
に
暮
ら
し
て

い
な
い
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
と
判
断
し
た
。

　

そ
こ
で
Ｘ
は
、
憲
法
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
、
基
本
法
六
条
二
項
の
定
め
る
基
本
権
の
侵
害
を
主
張
し
た
。
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

親
と
し
て
の
権
利
（E

lternrecht

）
に
基
づ
き
、
子
の
生
物
学
上
の
父
に
は
原
則
と
し
て
外
観
上
の
父
の
父
子
関
係
を
否
認
し
、
自
己
の

父
子
関
係
を
確
認
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
間
に
密
接
な
個
人
的
関
係
が

存
在
し
、
そ
れ
に
対
し
て
外
観
上
の
父
と
子
の
間
に
は
そ
の
よ
う
な
関
係
が
な
く
、
ま
た
は
家
族
的
な
結
付
き
が
存
在
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
こ
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
父
子
関
係
の
否
認
お
よ
び
父

子
関
係
存
在
確
認
に
よ
っ
て
、
子
の
福
祉
が
損
な
わ
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
一
六
〇
〇
条
お
よ
び
一
六
〇
〇
条
ｄ
一
項
は
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
例
外
的
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
生
物
学
上
の
父
の
基
本
的
権
利
と
子
の
基
本
的
権
利
と
の
慎
重
な
衡
量
を
行
わ
な
い
限
り
で
、
憲
法
に

違
反
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
法
六
条
二
項
に
よ
る
保
護
の
範
囲
を
制
限
し
、
生
物
学
上
の
父
を
完
全
に
排
除
し
て
い
る
。
生
物
学
上
の
父

の
持
つ
親
と
し
て
の
権
利
の
侵
害
は
、
子
の
福
祉
を
理
由
と
し
て
も
、
社
会
的
家
族
の
保
護
を
理
由
と
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
本
件
は
、
子
の
母
親
と
認
知
し
た
男
性
と
の
間
に
は
婚
姻
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
法
的
な
父
と
子
の
間
の
共
同
生
活
関
係
も
存
在
し
な
い
。

他
の
男
性
に
よ
る
認
知
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
は
、
そ
の
者
と
子
の
間
に
社
会
的
な
結
付
き
が
存
在
す
る
と
は
い
え
な
い
。

⑶　

決
定
要
旨（
（（
（

　

Ｘ
か
ら
の
憲
法
異
議
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
認
容
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

決
定
は
ま
ず
、﹁
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
よ
り
、
子
の
監
護
お
よ
び
養
育
は
、
親
の
権
利
及
び
義
務
で
あ
る
。
親
と
い
う
概
念
は
、
慣

用
的
な
意
味
か
ら
す
る
と
、
子
ど
も
の
血
縁
上
の
親
も
含
む
。
親
同
士
の
関
係
や
子
と
親
の
関
係
の
緊
密
さ
と
も
関
係
な
い
（vgl. 
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七
二
八

B
verfG

E92, 158, S177f.=
N

JW
1995, S215.

）。
も
し
も
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
が
、
親
の
自
然
権
に
つ
い
て
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
を
も
っ
て
一
方
で
は
、
こ
の
権
利
は
国
が
与
え
る
の
で
は
な
く
、
既
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
国
家
が
承
認
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
（vgl. B

V
erfG

E59, S360ff=
N

JW
1982, S1375.

）。
他
方
で
、
自
然
権
で
あ
れ
ば
、
子
に
生
命
を
与
え
る
者
は
、
そ
の
本
質

と
し
て
原
則
的
に
、
子
ど
も
の
監
護
・
養
育
に
関
す
る
責
任
に
つ
き
用
意
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
資
質
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
（vgl.  

B
V

erfG
E24, S119=

N
JW
1968, S2233.

）。
そ
れ
ゆ
え
、
立
法
者
は
、
子
の
血
縁
に
あ
わ
せ
て
親
の
法
的
地
位
の
割
り
当
て
を
行
う
義
務

を
負
っ
て
い
る
（vgl. B

V
erfG

E79, S256=
N

JW
1989, S891.

）﹂
と
し
、
生
物
学
上
の
父
も
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
よ
っ
て
保
護
さ

れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

　

し
か
し
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
か
ら
は
、
生
物
学
上
の
親
子
関
係
が
法
律
上
の
親
子
関
係
に
対
し
て
常
に
優
位
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
基
本
法
規
範
は
、
生
物
学
上
の
父
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
法
的
な
父
に
優
先
し

て
父
の
地
位
を
認
め
、
法
的
な
父
を
父
の
地
位
か
ら
追
い
や
る
権
利
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、﹁
親
と

し
て
の
権
利
（E

lternrecht

）
は
、
は
じ
め
か
ら
、
そ
の
本
質
的
要
素
と
し
て
、
子
の
監
護
お
よ
び
養
育
に
関
す
る
義
務
の
負
担
を
伴
う

も
の
で
あ
る
（vgl.B

V
erfG

E24, 119, S143=
N

JW
1968, 2233.

）。
親
と
し
て
の
権
利
を
主
張
す
る
者
は
、
子
に
対
す
る
権
利
だ
け
を
請

求
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
義
務
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
法
六
条
二
項
一
文
の
定
め
る
親
と
し
て
の
権
利
が
義
務
負
担
を
伴

う
親
の
権
利
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
親
の
責
任
（E

lternverantw
ortung

）
を
負
う
者
だ
け
が
親
と
し
て
の
権
利
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
。﹂
と
し
、
基
本
法
六
条
二
項
の
定
め
る
親
と
し
て
の
権
利
を
担
う
た
め
の
要
件
を
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
二
人
の
父
親
と
一
人
の
母
親
で
構
成
さ
れ
る
共
同
体
に
親
の
責
任
を
委
ね
る
こ
と
は
、
逆
に
子
の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え
る
と

し
、
生
物
学
上
の
父
が
法
的
な
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
地
位
に
つ
く
た
め
に
は
、
親
と
し
て
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
的

拘
束
力
の
あ
る
父
子
関
係
の
確
認
も
し
く
は
そ
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
は
、
可
能
な
限
り
、
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六
八
巻
二
号�

一
三
五

七
二
九

血
縁
上
の
親
子
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
と
し
、﹁
基
本
法
六
条
二
項
一
文
は
、
生
物
学
上
の
父

に
も
、
手
続
法
上
、
法
的
な
父
と
な
り
得
る
可
能
性
を
保
障
す
る
﹂
こ
と
を
明
言
し
た
。

　

他
方
で
、
社
会
的
家
族
的
責
任
共
同
体
（sozial-fam

iliäre V
erantw

ortungsgem
einschaft

）
も
ま
た
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
の

内
容
を
形
成
す
る
と
し
た
う
え
で
、
血
縁
関
係
の
存
在
と
社
会
的
家
族
的
責
任
共
同
体
の
存
在
が
一
致
し
な
い
場
合
、
ど
ち
ら
に
重
点
が
置

か
れ
る
べ
き
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、生
物
学
上
の
親
子
関
係
と
社
会
的
な
親
子
関
係
に
優
劣
の
差
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
、

法
的
な
父
の
変
更
に
よ
り
、﹁
子
は
、
従
来
の
家
族
共
同
体
が
存
続
す
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
父
親
を
失
い
、
新
し
い
父
を
受
け
入
れ
る

準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
父
子
関
係
の
法
律
上
の
変
動
は
、
確
か
に
血
縁
上
の
親
子
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
の
一

致
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
同
時
に
、
法
律
上
の
父
子
関
係
と
社
会
的
父
子
関
係
が
分
断
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
婚
姻
に
よ
る
子
と
い
う

身
分
の
喪
失
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
う
る
。
こ
れ
は
、
子
に
新
た
な
適
応
（O

rientierung

）
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
子

は
心
的
葛
藤
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
﹂
と
し
、
法
律
上
の
父
子
関
係
の
否
認
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
事
者
、
と
り
わ
け
子
の
福
祉
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
家
族
構
成
員
の
法
律
関
係
の
解
消
に
よ
り
、
子
が
生
活
す
る
家
族
共
同
体
の
結
び
つ
き
が
害

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
法
律
上
の
親
子
関
係
と
社
会
的
家
族
的
関
係
（sozial-fam

iliäre B
eziehung

）
の
齟
齬
は
様
々
な
衝
突
を

招
き
、
子
の
福
祉
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
う
る
と
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
立
法
者
は
、
現
に
あ
る
社
会
的
家
族
を
維
持
す
る
と
い
う

子
と
法
律
上
の
両
親
の
利
益
を
、
血
縁
上
の
父
の
、
法
律
上
も
父
親
と
な
る
と
い
う
利
益
よ
り
優
先
さ
せ
、
一
六
〇
〇
条
に
お
い
て
、
血
縁

上
の
父
に
法
的
な
父
子
関
係
の
否
認
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
憲
法
に
反
し
な
い
と
し
た
。

　

し
か
し
、﹁
子
の
生
物
学
上
の
父
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
を
認
知
し
た
男
性
が
、
母
お
よ
び
子
と
同
居
せ
ず
、
単
な
る
支
払
い

の
父
（Z

ahlvater

）
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
、
生
物
学
上
の
父
が
、
法
律
上
も
父
と
し
て
認
め
ら
れ
、
か
つ
親
の
責
任
を
担
う
こ
と
を
拒
ま

れ
る
十
分
な
理
由
は
な
い
﹂。
そ
の
う
え
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
か
に
法
的
な
父
が
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、﹁
子
の
福
祉
は



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
三
六

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
三
〇

基
本
的
に
は
害
さ
れ
な
い
﹂。
ま
た
、﹁
子
が
法
的
な
父
お
よ
び
母
と
家
族
的
な
共
同
体
に
お
い
て
共
に
生
活
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
一
方
で
、

法
律
上
も
父
に
な
る
こ
と
を
望
む
生
物
学
上
の
父
と
現
実
に
父
子
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
い
て
い
る
場
合
に
は
、
法
律
上
の
父
子
関
係
の

変
動
は
、
子
の
利
益
に
合
致
す
る
﹂
と
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
子
の
た
め
に
親
の
責
任
を
負
う
用
意
の
あ
る
生
物
学
上
の
父
に
、
法

律
上
も
父
と
な
る
可
能
性
を
与
え
な
い
こ
と
は
、
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
〇
〇
条
は
、
法
的
な
親

が
子
と
社
会
的
家
族
を
全
く
形
成
し
て
い
な
い
場
合
に
も
、
生
物
学
上
の
父
に
法
的
な
父
子
関
係
を
否
認
す
る
権
利
を
与
え
て
い
な
い
限
り

で
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
反
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
控
訴
審
判
決
を
破
棄
し
て
差
し
戻
す
と
同
時
に
、
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
二
〇
〇
四
年
四
月
三
〇
日
ま
で
に

憲
法
に
適
合
的
な
法
律
改
正
を
な
す
べ
き
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
三
日
付
で
改
正
法
が
成

立
し
た
。

三
　
二
〇
〇
四
年
改
正
法
の
概
要
―
―
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
―
―

　

二
〇
〇
四
年
改
正
法
は
、
一
九
九
七
年
改
正
に
よ
る
規
定
を
部
分
的
に
改
正
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
一
五
九
二
条
三
号
に
、
子
の
父

と
さ
れ
る
者
と
し
て
新
た
に
、﹁
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
（
以
下
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
と
す
る
。）
六
四
〇
条
ｈ
二
項
に
よ
り
、
裁
判
上
父
子
関
係
が
確
認

さ
れ
て
い
る
者
﹂
を
追
加
し
た）
（₈
（

。
改
正
に
と
も
な
い
新
設
さ
れ
た
Ｚ
Ｐ
Ｏ
六
四
〇
条
ｈ
二
項
は
、
一
六
〇
〇
条
一
項
二
号
に
よ
る
父
性
否
認

の
判
決
が
否
認
者
の
父
子
関
係
の
確
認
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
職
権
に
よ
り
否
認
判
決
の
主
文
で
言
い
渡
す
べ
き
こ
と
を

規
定
し
た）
（₉
（

。
そ
の
結
果
、生
物
学
上
の
父
に
よ
る
父
子
関
係
の
否
認
と
同
時
に
そ
の
者
が
法
的
な
父
と
し
て
子
に
対
す
る
法
的
責
任
を
負
う
、

と
い
う
父
の
交
替
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る）
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
一
五
九
二
条
三
号
に
よ
り
、
既
存
の
父
子
関
係
の
否
認
と
同
時

に
父
子
関
係
の
確
認
を
受
け
た
者
が
法
的
な
父
と
な
る
。
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ま
た
、
否
認
権
者
と
し
て
一
六
〇
〇
条
一
項
二
号
に
﹁
懐
胎
期
間
中
に
子
の
母
と
性
的
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
宣
誓
に
代
わ
る
保

証
を
し
た
者
﹂
を
追
加
し
、
一
六
〇
〇
条
二
項
に
、﹁
一
項
二
号
に
よ
る
否
認
は
、
子
と
そ
の
一
項
一
号
に
い
う
父
と
の
間
に
社
会
的
家
族

的
関
係
（sozial-fam

iliäre B
eziehung

）
が
存
し
な
い
、
も
し
く
は
そ
の
者
の
死
亡
時
点
に
お
い
て
存
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び

否
認
者
が
子
の
血
縁
上
の
父
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
﹂
と
規
定
し
た
。
さ
ら
に
三
項
で
、﹁
一
項
一
号
に
い
う
父
が
子
の
た
め
に
現
実

の
責
任
（tatsächliche V

erantw
ortung

）
を
負
担
し
て
い
る
（tragen

）、も
し
く
は
そ
の
死
亡
時
点
に
お
い
て
負
担
し
て
い
た
場
合
に
は
、

二
項
に
よ
る
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
す
る
も
の
と
す
る
。
一
項
一
号
に
い
う
父
が
子
の
母
と
婚
姻
し
て
い
る
、
も
し
く
は
子
と
比
較
的
長

期
間
（längere Z

eit

）
に
わ
た
っ
て
家
族
的
な
共
同
体
（häusliche G

em
einschaft

）
に
お
い
て
共
に
生
活
し
て
い
た
場
合
に
は
、
通
常

（in der R
egel

）、
現
実
の
責
任
の
引
受
け
（Ü

bernahm
e

）
が
あ
る
も
の
と
す
る
﹂
と
規
定
し
た）
（₁
（

。
ま
た
、
否
認
期
間
に
つ
い
て
定
め
る

一
六
〇
〇
条
ｂ
は
、
一
項
三
文
で
、
一
六
〇
〇
条
二
項
前
半
の
意
味
に
お
け
る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
は
、
二
年
の
否
認
期
間
の
進
行

を
妨
げ
な
い
こ
と
を
新
た
に
追
加
し
た
。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
、
生
物
学
上
の
父
が
法
的
な
父
子
関
係
を
否
認
す
る
際
に
は
、
ま
ず
、
自
分
が
懐
胎
期
間
に
子
の
母
と
性
的
関
係
を

も
っ
た
こ
と
に
つ
き
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
九
四
条
に
よ
り
事
実
主
張
の
疎
明

方
法
と
し
て
許
さ
れ
る
手
段
で
あ
る
が
、
虚
偽
の
保
証
に
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
（
Ｓ
ｔ
Ｇ
Ｂ
）
一
五
六
条
よ
り
刑
事
罰
の
制
裁
も
あ
る
。
こ
の

規
定
に
よ
り
、
無
関
係
な
男
性
が
理
由
も
な
く
否
認
手
続
を
し
た
り
、
存
在
す
る
家
族
共
同
体
を
破
壊
す
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
改
正
法
は
、
一
項
二
号
に
よ
る
否
認
、
す
な
わ
ち
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
は
、
①
子
と
一
項
一
号
の

意
味
で
の
法
的
な
父
と
の
間
に
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
は
、
法
的
な
父
の
死
亡
の
時
点
に
お
い
て
そ
れ
が
存
在
せ
ず
、

か
つ
、
②
否
認
し
よ
う
と
す
る
者
が
子
の
真
の
父
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
た
。

　

①
の
要
件
は
、
現
実
に
営
ま
れ
る
親
子
関
係
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
と
い
う
概
念
は
必
ず
し
も
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三
八

ド
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子
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と
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的
家
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的
関
係
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三
二

明
確
な
も
の
で
は
な
い）
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
改
正
法
は
、
同
条
三
項
に
お
い
て
解
釈
指
針
を
示
し
、
そ
の
概
念
の
不
明
確
さ
を
補
う
こ
と
を
試

み
た）
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
は
、
法
的
な
父
が
子
の
た
め
に
現
実
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
法
的
な
父
が
子
の
母
と
婚
姻
し
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
子
と
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
っ
て
家
族
的
共
同
体
の
な
か
で
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
る
と
き
は
、
現
実
の
責
任
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
反
証
を

挙
げ
て
現
実
の
責
任
の
引
受
け
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、社
会
的
家
族
的
関
係
の
不
存
在
に
つ
い
て
は
否
認
者
に
主
張
責
任
が
あ
り
、

そ
の
立
証
は
否
認
者
の
負
担
と
な
る）
（（
（

。
責
任
の
引
受
け
の
推
定
は
、
母
の
夫
が
一
五
九
二
条
一
号
の
父
で
あ
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
母
が
子

の
出
生
後
に
認
知
者
と
婚
姻
し
た
際
も
、
働
く
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

生
物
学
上
の
父
の
否
認
権
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
不
存
在
を
要
件
と
す
る
が
、
一
六
〇
〇
条
ｂ
一
項
三
文
に
よ
る
と
、
そ
の
要
件
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
も
否
認
期
間
が
進
行
す
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
後
に
消
滅
し
て
も
、
そ
の
間
に
否
認
期
間
が

経
過
し
て
し
ま
え
ば
生
物
学
上
の
父
は
否
認
権
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な
る）
（₅
（

。

　

②
の
要
件
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
否
認
判
決
に
父
性
確
認
の
効
力
を
与
え
る
Ｚ
Ｐ
Ｏ
六
四
〇
条
ｈ
二
項
（
現
ド
イ
ツ
家
事
事
件
及
び
非

訟
事
件
の
手
続
に
関
す
る
法
律
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
八
二
条
一
項
）
と
、
そ
れ
を
も
っ
て
法
的
な
父
子
関
係
の
発
生
原
因
と
す
る
新
一
五
九
二

条
三
号
に
よ
り
、
否
認
が
成
功
し
た
場
合
に
子
が
父
の
い
な
い
状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
機
能
を
果
た
す）
（₆
（

。
否
認
者
が
、
子
の
生

物
学
上
の
父
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
、
申
立
て
は
根
拠
の
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
裁
判
所
に
よ
る
決
定

の
確
定
力
は
、
た
だ
否
認
者
が
子
の
父
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
に
の
み
及
び
、
否
認
の
対
象
と
な
っ
た
法
的
な
父
子
関
係
が
生
物
学
上
の
父

子
関
係
と
一
致
す
る
こ
と
ま
で
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
常
に
法
的
な
父
子
関
係
の
存
否
に
つ
き
検
査
が
行
わ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
改
正
法
は
、
生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
認
め
つ
つ
、
生
物
学
上
の
父
子
関
係
と
法
律
上
の
父
子
関
係
を
一
致
さ
せ
る
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こ
と
よ
り
、
子
と
法
的
な
父
の
社
会
的
家
族
的
関
係
に
優
位
性
を
認
め
る）
（（
（

。
法
的
な
父
と
子
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
と
き

は
、
否
認
が
子
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
母
が
生
物
学
上
の
父
を
法
的
な
父
と
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
要

素
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る）
（₈
（

。

　

四　

小　

括

　

二
〇
〇
三
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
は
、
こ
れ
ま
で
学
説
上
注
目
さ
れ
て
い
た
子
の
養
育
に
対
す
る
生
物
学
上
の
父
の
利
益
が
、
基

本
法
六
条
二
項
一
文
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
契
機
と
す
る
二
〇
〇
四
年
の
改
正
に
よ
り
生
物
学

上
の
父
に
も
法
的
な
父
子
関
係
を
形
成
す
る
前
提
と
し
て
、
す
で
に
存
在
す
る
法
的
な
父
子
関
係
の
否
認
権
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
永

く
議
論
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
生
物
学
上
の
父
の
否
認
権
が
、
二
〇
〇
四
年
の
改
正
を
も
っ
て
よ
う
や
く
導

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
血
縁
主
義
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
改
正
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
以
上
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
生
物
学
上
の
父
の
否
認
権
に
は
、
他
の
否
認
権
者
に
は
な
い
要
件
が
付
さ
れ
て
お
り
、
法
的
な
父
と
子
の

間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
父
で
あ
る
こ
と
の
二
つ
の
事
実
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
要
件
に
は
、﹁
現
実
に
形
成
さ
れ
た
社
会
的
家
族
的
関
係
の
保
護
﹂
と
、﹁
子
の
養
育
に
責
任
を
持
つ
法
的
父
の
不
存
在
の
回
避
﹂
が
意
図

さ
れ
て
い
る）
（₉
（

。
立
法
者
は
、
保
護
に
値
す
る
よ
う
な
社
会
的
家
族
的
関
係
を
維
持
す
る
子
お
よ
び
法
的
な
父
の
利
益
と
、
法
律
上
も
父
と
な

り
た
い
と
願
う
生
物
学
上
の
父
の
利
益
を
慎
重
に
衡
量
し
、
こ
れ
を
明
文
化
し
た
。
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
の
場
面
で
は
、
後
者
の
利

益
よ
り
も
、
前
者
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
血
縁
関
係
の
有
無
よ
り
も
、
継
続
的
な
日
々
の
接
触
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
養
育
関

係
の
維
持
の
方
が
、
子
の
健
全
な
成
長
発
達
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
た
と
言
え
る）
₅（
（

。
し
た
が
っ
て
、
保
護
に
値
す
る
よ
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ド
イ
ツ
に
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け
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父
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係
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と
社
会
的
家
族
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関
係

七
三
四

う
な
関
係
が
子
と
法
的
な
父
の
間
に
築
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
親
子
法
の
沿
革
、
特
に
根
本
的
な
変
化
は
、
基
礎
を
な
す
社
会
的
構
造
お
よ
び
社
会
観
の
変
化
を
も
っ
て
初
め

て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る）
₅₁
（

。

　

先
述
し
た
通
り
、
一
九
六
一
年
の
改
正
で
は
、
否
認
期
間
が
裁
判
官
同
盟
・
弁
護
士
協
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
実
務
で
表
明

さ
れ
た
希
望
に
従
い
二
年
に
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
否
定
的
な
学
説
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
肯
定
的
な
見
解
も
見
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
、﹁
夫
が
速
い
決
断
を
迫
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
だ
ま
さ
れ
て
い
た
夫
は
自
分
の
子
で
な
い
子
を
嫡
出
子
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。
家
族
の
な
か
で
成
長
し
て
き
た
子
ど
も
に
夫
が
慣
れ
親
し
む
と
い
う
こ
と
に
も
重
要
で
あ
る）
₅（
（

。﹂
と
の
見
解
が
主
張
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
に
入
る
頃
に
は
、
子
を
実
際
に
養
育
・
教
育
し
て
い
る
者
と
の
結
び
つ
き
、
す
な
わ
ち
社
会
的
・
精

神
的
親
子
関
係
を
よ
り
尊
重
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）
₅（
（

。
ま
た
、
判
決
に
お
い
て
も
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
連
邦
通

常
裁
判
所
一
九
八
一
年
三
月
二
五
日
判
決
で
は
、
生
物
学
上
の
父
の
父
子
関
係
の
証
明
と
創
設
の
権
利
に
対
し
て
、
子
が
嫡
出
子
と
い
う
否

認
さ
れ
な
い
立
場
に
お
い
て
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
成
長
す
る
権
利
が
存
在
し
、
婚
姻
お
よ
び
家
族
の
特
別
な
憲
法
上
の
保
護
が
存
在
す
る

こ
と
や
、
家
族
の
な
か
で
妨
害
さ
れ
ず
に
成
長
す
る
子
の
利
益
の
存
在
が
明
確
に
判
示
さ
れ
た）
₅（
（

。
さ
ら
に
、
嫡
出
・
非
嫡
出
の
区
別
が
廃
止

さ
れ
た
後
の
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
九
年
一
月
二
〇
日
判
決
に
お
い
て
も
、
生
物
学
上
の
父
の
父
子
関
係
が
法
的
に
も
認
め
ら
れ

る
憲
法
上
の
利
益
に
対
し
て
、
慣
れ
親
し
ん
だ
家
族
共
同
体
の
社
会
的
な
関
係
に
お
い
て
妨
害
さ
れ
ず
に
成
長
す
る
と
い
う
保
護
さ
れ
る
べ

き
子
の
利
益
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
示
さ
れ
た）
₅₅
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
当
時
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
婚
姻
制
度
と
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
解
さ
れ
て
い
た
子
の
利
益
は
、
次
第

に
婚
姻
家
族
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
・
精
神
的
な
親
子
の
下
で
成
長
す
る
こ
と
が
子
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た）
₅₆
（

。
ま
た
、
子
に
限
ら
ず
、
法
的
な
父
や
母
、
生
物
学
上
の
父
に
つ
い
て
も
、
子
の
養
育
に
関
わ
る
利
益
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
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た
）
₅（
（

。
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
者
の
利
益
が
衝
突
し
た
際
の
一
つ
の
解
決
が
二
〇
〇
四
年
改
正
で
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
ま

ず
子
の
利
益
が
重
視
さ
れ
、
現
に
子
の
養
育
を
担
っ
て
い
る
者
の
利
益
や
、
子
と
そ
の
者
と
の
関
係
の
保
護
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
　
改
正
法
の
運
用
―
―
社
会
的
家
族
的
関
係
の
解
釈
―
―

　

二
〇
〇
四
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
生
物
学
上
の
父
に
も
否
認
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
生
物
学
上
の
父
も
基
本
法
の
保
護
の
も

と
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
生
物
学
上
の
父
の
法
的
に
も
父
と
な
り
た
い
と
い
う
願
望
と
、
現
に
あ
る
法
的
な
父
と
子
の
関
係
を
慎
重
に
衡

量
し
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
改
正
法
は
、
一
方
で
は
、
生
物
学
的
、
遺
伝
的
な
結
合
が
あ
り
、
他
方
で
は
、
社
会
的
な
生
活
関
係
が
あ
る

場
合
に
、
ど
ち
ら
を
ど
の
よ
う
に
重
視
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
一
応
の
解
決
を
示
し
た
。
し
か
し
、
改
正
条
文
を
詳
細
に
検
討

す
る
と
、
改
正
法
が
誰
の
ど
の
よ
う
な
利
益
・
権
利
を
保
護
し
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
生
物

学
上
の
父
が
法
的
な
父
子
関
係
を
形
成
で
き
な
い
よ
う
な
関
係
と
は
、
い
か
な
る
も
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
特
に
、
社
会
的
家
族

的
関
係
と
い
う
概
念
が
漠
然
と
し
て
い
る
あ
ま
り
、
条
文
の
解
釈
を
め
ぐ
り
様
々
な
主
張
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
な
裁
判
例
も

蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
学
説
お
よ
び
裁
判
例
に
つ
い
て
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中
心
に
、
改
正
法
の
個
別

的
な
論
点
と
運
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
　
社
会
的
家
族
的
関
係
を
め
ぐ
る
学
説
の
動
向

　

一
六
〇
〇
条
四
項）
₅₈
（

は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否
に
関
わ
る
解
釈
指
針
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
四
項
一
文
は
、
法
的

な
父
が
子
に
つ
い
て
現
実
の
責
任
を
負
担
し
て
い
る
（
も
し
く
は
、
そ
の
死
亡
時
点
に
お
い
て
、
負
担
し
て
い
た
）
場
合
に
そ
の
存
在
が
認
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ド
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七
三
六

め
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
同
条
四
項
二
文
に
よ
る
と
、
法
的
な
父
が
子
の
母
と
婚
姻
し
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
子
と
比
較
的

長
期
間
（längere Z

eit

）
に
わ
た
っ
て
家
族
的
な
共
同
体
の
な
か
で
共
に
生
活
し
て
い
る
と
き
は
、
現
実
の
責
任
を
引
き
受
け
て
い
る

（Ü
bernahm

e

）
も
の
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
規
定
の
内
容
が
抽
象
的
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
規
定
の
実
際
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
見

解
が
対
立
す
る
場
面
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
現
実
の
責
任
の
引
受
け
は
、
法
的
な
父
と
母
と
の
婚
姻
が
内
実
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
解
す
る
こ
と
で
概
ね
学
説
も
判
例
も
一
致
し
て
い
る）
₅₉
（

。
問
題
は
、
現
実
の
責
任
の
引
受
け
を
認
定
で
き
る
よ
う
な
子
と
法
的
な
父
と
の

家
族
的
な
生
活
共
同
体
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
す
べ
き
か
、
さ
ら
に
比
較
的
長
期
間
と
い
う
た
め
に
は
具
体
的
に
ど
れ
程
の
期
間
を

要
す
る
か
で
あ
る
。

　

⒜　
﹁
比
較
的
長
期
間
の
解
釈
﹂

　

家
族
的
な
共
同
体
と
は
一
体
何
を
指
す
の
か
。
何
を
も
っ
て
家
族
的
と
す
る
の
か
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
、
子
の
た
め
に
責
任
を
引
き
受

け
て
い
る
と
推
定
さ
せ
る
よ
う
な
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
が
も
っ
ぱ
ら
母
と
生
活
を
共
に
し
、
母
に
よ
っ
て
扶
助
さ
れ
て

い
る
一
方
、
法
的
な
父
が
面
倒
を
見
な
い
よ
う
な
と
き
は
法
的
な
父
と
子
の
間
に
家
族
的
な
共
同
体
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る）
₆（
（

。

　

ま
た
、
ど
の
程
度
の
期
間
を
も
っ
て
比
較
的
長
期
間
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
に
関
し
て
は
、
立
法
者
は
意
図
的
に
明
確
な
定
め
を
置
か
な

い
こ
と
に
し
た）
₆₁
（

。
判
例
や
学
説
に
は
、
す
で
に
約
一
年
で
足
り
る
と
解
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る）
₆（
（

。
他
方
、
ビ
ュ
ッ
ト
ヌ
ル
（H

elm
ut 

B
üttnur

）
は
、﹁
比
較
的
長
期
間
﹂
は
児
童
心
理
学
の
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
子
が
す
で
に
養
育
さ
れ
て
い
る
家
庭
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
た
か
ど
う
か
で
決
ま
る
と
す
る
。
ま
た
、
子
が
法
的
な
父
と
の
固
い
社
会
的
な
結
付
き
を
有
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
と
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し
、
一
歳
未
満
の
子
の
場
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
固
な
関
係
を
築
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
一
歳
以
上
の
場
合
は
、
三
カ
月
以
上
の
同
居

が
あ
れ
ば
足
り
る
と
評
価
し
て
い
る）
₆（
（

。
こ
れ
は
、
比
較
的
長
期
間
の
概
念
が
、
保
護
人
（P

fleger

）
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
の
配
慮
権

の
移
籍
や
子
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
一
六
三
〇
条
三
項
三
文
、
配
慮
権
者
か
ら
の
子
の
引
渡
請
求
に
関
す
る
一
六
八
二
条
、
お
よ
び
面
会
交

流
に
関
す
る
一
六
八
五
条
二
項
な
ど
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
他
の
規
定
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
お
い
て
は
、
児
童
心
理
学
の
観
点

か
ら
﹁
比
較
的
長
期
間
﹂
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。

　

ま
た
、
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（T

hom
as R

auscher

）
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
、
面
会
交
流
に
関
す
る
一
六
八
五
条
二
項
に
つ
い
て
、
そ
こ
で

い
う
﹁
比
較
的
長
期
間
﹂
は
一
年
で
十
分
で
あ
る
と
し
た
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
解
釈
が
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
の
場
合
に

も
援
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、﹁
他
の
社
会
的
家
族
的
関
係
と
並
ん
で
行
わ
れ
る
子
の
面
会
交
流
に
つ
い
て

判
断
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
生
物
学
上
の
父
を
排
除
す
る
要
件
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
や
は
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
﹂
か
ら
で
あ
る）
₆（
（

。

　　

⒝　

責
任
の
引
受
け

　

一
六
〇
〇
条
四
項
は
、
ま
ず
一
文
に
お
い
て
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
定
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
法
的
な
父
が
子
の
た
め
に

責
任
を
負
担
し
て
い
る
（
も
し
く
は
、
そ
の
死
亡
時
点
に
お
い
て
負
担
し
て
い
た
）
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
続
く
二
文
で
は
﹁
責

任
の
負
担
﹂
が
あ
る
と
い
う
た
め
の
基
本
的
な
考
慮
要
素
と
さ
れ
る
﹁
責
任
の
引
受
け
﹂
が
、法
的
な
父
が
子
の
母
と
婚
姻
し
て
い
る
場
合
、

も
し
く
は
子
と
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
っ
て
家
族
的
な
共
同
体
に
お
い
て
同
居
し
て
い
た
場
合
に
は
、
通
常
（in der R

egel

）
認
め
ら
れ

る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、﹁
通
常
（in der R

egel

）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
お
い
て
も
、
社
会
的
家
族
的
関

係
が
認
定
で
き
る
場
合
が
あ
る）
₆₅
（

﹂
と
の
指
摘
が
あ
り
、
例
え
ば
、
定
期
的
に
余
暇
や
、
休
日
を
共
に
過
ご
し
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
深
い
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
肯
定
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
が
、
法
的
な
父
が
、
単
に
法
定
代
理
人
で
あ
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ド
イ
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父
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係

七
三
八

る
と
い
う
だ
け
で
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
子
の
扶
養
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
け
で
も
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
築

か
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る）
₆₆
（

。

二
　
社
会
的
家
族
的
関
係
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
動
向

⑴　

連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決

　

一
六
〇
〇
条
四
項
に
よ
る
と
、
法
的
な
父
と
母
と
の
婚
姻
、
あ
る
い
は
法
的
な
父
と
子
と
の
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
が
あ
れ
ば
、
通

常
、
法
的
な
父
に
よ
る
現
実
の
責
任
の
引
受
け
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
現
実
の

責
任
の
引
受
け
（Ü

bernahm
e

）
で
は
な
く
、
責
任
を
負
担
（tragen

）
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
明
確
に

言
及
し
、
実
務
の
指
針
を
提
示
し
た
主
要
判
決
と
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
が
注
目
さ
れ
る）
₆（
（

。

　

こ
の
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
①
子
と
法
的
な
父
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
と
き
、
法
的
な
父
の
父
子
関
係
を
否
認

す
る
こ
と
を
（
自
称
）
血
縁
上
の
父
に
禁
じ
る
一
六
〇
〇
条
二
項
の
憲
法
適
合
性
、
②
一
六
〇
〇
条
四
項）
₆₈
（

二
文
の
推
定
と
、
一
六
〇
〇
条
四

項
一
文
に
お
け
る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
定
義
の
関
係
、
③
身
分
法
上
の
効
果
を
求
め
な
い
血
縁
確
認
訴
訟
の
許
容
性
の
三
点
で
あ
る）
₆₉
（

。
こ

の
う
ち
本
稿
で
は
、
②
の
点
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

⒜　

事
案
の
概
要

　

原
告
Ｘ
は
、
Y1
の
妻
と
、
性
的
な
関
係
を
も
ち
、
二
〇
〇
三
年
一
月
三
日
に
Y2
が
出
生
し
た
。
Ｘ
が
、
Y1
の
妻
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
Ｘ

の
主
張
に
よ
る
と
二
〇
〇
二
年
二
月
の
初
め
、
Y1
の
主
張
に
よ
る
と
二
〇
〇
二
年
四
月
の
初
め
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
二
〇
〇
二
年
六

月
の
初
め
に
終
了
し
た
。
他
方
、
Y1
お
よ
び
そ
の
妻
は
、
一
九
九
八
年
の
婚
姻
以
来
夫
婦
と
し
て
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
Ｘ
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の
主
張
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
二
年
の
四
月
の
初
め
か
ら
六
月
中
旬
ま
で
Y1
と
妻
は
別
居
し
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
共
同
生
活
は
、
Y2
の
出

生
を
も
っ
て
復
活
し
た
。

　
Y2
の
法
的
な
父
は
、
Y1
と
そ
の
妻
が
婚
姻
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Y1
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
、
Y1
を
被
告
と

し
、
Y1
と
Y2
の
間
に
父
子
関
係
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
庭
裁
判
所
は
、
当
時
の
一
六
〇
〇

条
に
お
い
て
、
Ｘ
に
は
否
認
権
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
Ｘ
の
訴
え
を
却
下
し
た
。
Ｘ
は
控
訴
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
ド
レ
ス
デ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
の
判
決
送
達
の
一
日
前
に
、
本
規
定
の
部
分
的
な
違
憲
を
宣

言
し
、
法
改
正
ま
で
こ
の
決
定
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
係
属
中
の
手
続
を
中
断
す
る
こ
と
を
命
じ
た
た
め
、
手
続
き
が
中
断
さ
れ

た
。

　

二
〇
〇
四
年
四
月
三
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
法
に
よ
り
、
一
六
〇
〇
条
は
改
正
さ
れ
、
現
一
項
二
号
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

Ｘ
は
改
め
て
子
の
母
の
懐
胎
期
間
に
、
す
な
わ
ち
二
〇
〇
二
年
三
月
か
ら
五
月
の
期
間
に
性
的
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
宣
誓
に
代
え
て
保
証

し
）
（（
（

、
被
告
に
Y2
を
加
え
た
、
さ
ら
に
、
Y2
が
自
身
の
子
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
予
備
的
に
申
し
立
て
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
も
、
本
件
で
は
、
Y1
が
、
Y2
の
母
と
一
九
九
八
年
以
来
婚
姻
し
、
Y2
は
、
二
〇
〇
三
年
一

月
の
出
生
以
来
共
同
の
住
居
に
お
い
て
、
Y1
と
生
活
し
て
い
る
た
め
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
た
め
の
二
つ
の
要
件
が

満
た
さ
れ
る
と
し
、
Y1
・
Y2
両
被
告
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

そ
こ
で
Ｘ
は
、
一
六
〇
〇
条
四
項
二
文
の
推
定
に
よ
っ
て
、
単
に
推
定
さ
れ
る
だ
け
の
家
族
の
絆
の
保
護
に
反
証
し
難
い
優
位
性
が
認
め

ら
れ
て
い
る
点
な
ど
、
一
六
〇
〇
条
の
新
規
定
は
、
当
事
者
の
利
害
が
対
立
す
る
場
面
で
憲
法
上
必
要
な
考
慮
を
欠
い
て
い
る
旨
を
主
張
し
、

上
告
し
た）
（₁
（

。
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⒝　

判
旨

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
ま
ず
、﹁
子
と
の
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
め
る
の
に
不
可
欠
の
要
件

で
は
な
く
、
法
的
な
父
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
継
続
的
に
子
の
た
め
の
現
実
の
責
任
を
負
担
す
る
と
の
心
証
を
裁
判
官
が
得
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
短
期
間
の
共
同
生
活
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
認
め
ら
れ
る
﹂
と
説
示
し
、
比
較
的
長
期
間
の
要
件
は
絶
対
の
要

件
で
は
な
く
、む
し
ろ
社
会
的
家
族
的
関
係
に
は
責
任
負
担
の
将
来
に
わ
た
る
継
続
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

一
六
〇
〇
条
四
項
二
文
の
推
定
に
つ
い
て
、﹁
こ
の
推
定
は
、
単
に
現
実
の
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
の
推
定
で
あ
り
、
引
き
受

け
ら
れ
た
責
任
が
今
後
も
引
き
続
き
負
担
さ
れ
る
こ
と
ま
で
は
推
定
し
て
い
な
い
﹂
と
し
た
。
さ
ら
に
、﹁
一
六
〇
〇
条
四
項
二
文
（
引
受
け
）

と
、
四
項
一
文
（
負
担
）
の
文
言
上
の
差
を
無
視
し
て
、
子
の
母
と
法
的
な
父
と
の
間
に
存
続
す
る
婚
姻
、
ま
た
は
子
と
の
家
族
的
な
共
同

体
に
お
け
る
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
か
ら
、
一
六
〇
〇
条
四
項
一
文
の
法
的
な
父
の
現
実
の
責
任
の
負
担
を
認
め
、
そ
こ
か
ら
二
項
の

社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
推
定
す
る
と
す
る
理
解
は
適
切
で
は
な
い
。
一
六
〇
〇
条
四
項
二
文
は
、
単
に
法
的
な
父
が
子
の
た
め
に
現

実
の
責
任
を
引
き
受
け
て
い
た
こ
と
の
推
定
規
定
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
一
六
〇
〇
条
四
項
一
文
は
、
法
的
な
父
が
子
の
た
め
に
、
な
お

現
実
の
責
任
を
継
続
的
に
負
担
し
、
ま
た
は
負
担
し
て
い
た
こ
と
を
要
す
る
た
め
、
引
受
け
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
﹂
と
し
、
引
受
け
と
負

担
の
持
つ
意
味
は
異
な
り
、
負
担
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
責
任
が
な
お
継
続
し
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
こ
と
を
示
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否
の
判
断
は
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
が
基
準
と
な
る
こ
と
、
生
物
学
上
の
父
は
、
単
に
﹁
知
ら
な

い
﹂
と
し
て
法
的
な
父
と
子
と
の
関
係
を
否
認
す
る
こ
と
で
は
許
さ
れ
ず
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
に
疑
念
を
抱
く
十
分
な
根
拠
を
主

張
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
職
権
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
推
定
を
覆
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
も

判
示
さ
れ
た
。
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⒞　

検
討

　

本
判
決
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
初
め
て
、
一
六
〇
〇
条
四
項
一
文
の
﹁
責
任
の
負
担
﹂
と
、
二
文
の
﹁
責
任
の
引
受
け
﹂
の
違
い
に
つ

い
て
言
及
し
、
負
担
と
い
う
場
合
、
責
任
が
な
お
継
続
し
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
意
義
の
あ
る
判
決
で

あ
る
。
た
と
え
、
法
的
な
父
の
現
実
の
責
任
の
引
受
け
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
ま
で
推
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
社
会
的
家
族
的
関
係
と
言
い
得
る
た
め
に
は
、
引
き
受
け
ら
れ
た
責
任
が
、
最
初
の
引
受
け
の
時
点
以

降
、
さ
ら
に
継
続
し
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
一
時
点
だ
け
か
ら
責
任
の
負
担
や
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る

社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
め
る
の
に
不
可
欠
の
要
件
で
は
な
く
、
子
と
法
的
な
父
と

の
間
の
家
族
的
な
共
同
生
活
が
必
ず
し
も
比
較
的
長
期
間
と
は
言
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
責
任
負
担
の
将
来
に
わ
た
る
継
続
性
が
裁
判

官
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
肯
定
さ
れ
得
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

本
判
決
で
示
さ
れ
た
上
記
の
見
解
は
、
認
知
に
基
づ
く
法
的
な
父
子
関
係
を
否
認
す
る
際
の
生
物
学
上
の
父
の
主
張
責
任
と
裁
判
所
の
職

権
解
明
義
務
に
関
し
て
説
示
し
た
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
七
月
三
〇
日
判
決）
（（
（

で
も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
下
級
審

で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

２　

下
級
審
裁
判
例
の
動
向

　

下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
い
か
な
る
具
体
的
事
情
が
あ
れ
ば
、
子
と
法
的
な
父
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
の
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
下
級
審
判
例
を
、
事
案
の
内
容
に
従
っ
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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⒜　

法
的
な
父
と
子
が
別
居
し
て
い
る
事
案
に
お
け
る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否

　
　

①
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
一
月
九
日
判
決）
（（
（

　

一
九
九
七
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
出
生
し
た
Y2
の
母
は
、
Y1
と
婚
姻
し
て
い
た
が
、
母
は
懐
胎
期
間
に
Ｘ
と
知
り
合
い
、
Ｘ
と
性

交
渉
を
も
っ
た
。
一
九
九
六
年
五
月
に
母
は
Y1
と
仲
直
り
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
旅
行
し
た
。
Y2
の
出
生
後
数
カ
月
経
っ
た
一
九
九
七
年
五

月
に
Y2
の
母
は
、
Ｙ
ら
と
ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
、
そ
こ
で
一
九
九
九
年
一
月
ま
で
共
同
で
生
活
し
た
。
そ
の
後
、
母
は
Y2
と
再
び
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
へ
旅
行
し
、
一
九
九
九
年
八
月
ま
で
そ
こ
で
生
活
し
た
後
、
ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
ま
で
Ｙ
ら
と
共
に
生
活
し
た
が
、
そ

の
後
Y1
と
は
別
居
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
Ｙ
ら
は
、
毎
週
も
し
く
は
少
な
く
と
も
二
週
間
に
一
回
、
定
期
的
に
交
流
し
て
い

る
。
他
方
、
二
〇
〇
二
年
二
月
の
父
子
関
係
の
鑑
定
で
、
Ｘ
が
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
確
率
が
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
Ｙ
ら
は
、
定
期
的
な
交
流
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
緊
密
な
関
係
の
存
在
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
、
Y2
の
父
が
Y1
で
は
な

く
自
身
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
一
月
九
日
判
決
は
、
Y1
は
、
子
の
出
生
時
点
で

母
と
婚
姻
し
て
お
り
、
共
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
、
婚
姻
共
同
生
活
は
、
一
時
中
断
し
た
も
の
の
二
〇
〇
〇
年
の
二
月
ま
で
存
在
し
、
母
と

Y1
の
一
致
し
た
主
張
に
よ
り
、
そ
の
後
も
Ｙ
ら
の
間
に
緊
密
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
た
。
さ
ら
に
、
Y2
が
﹁
パ
パ
（
Y1
）、

マ
マ
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
﹂
と
の
願
望
を
述
べ
、
Y2
が
Y1
に
対
し
て
強
い
愛
着
を
持
ち
、
Y1
を
父
と
み
な
し
、
再
び
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

と
望
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
Ｙ
ら
の
間
に
緊
密
な
関
係
が
証
明
さ
れ
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い

と
し
、
Ｘ
の
否
認
を
斥
け
た
。

　

本
判
決
は
、
Y1
と
母
が
す
で
に
離
婚
し
て
い
た
と
し
て
も
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
と
も
判
示
し
て

い
る
。
た
と
え
法
的
な
両
親
が
離
婚
し
、
別
居
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
年
以
上
の
共
同
生
活
が
あ
り
、
別
居
後
も
子
と
法
的
な
父
が
変
わ



（　
　
　

）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
四
九

七
四
三

ら
ず
交
流
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
を
認
定
し
た
事
例
で
あ
る）
（（
（

。

　
　

②
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
九
月
六
日
判
決）
（₅
（

　

法
的
な
父
Y1
は
子
Y2
の
母
の
同
意
を
得
て
Y2
を
認
知
し
た
。
し
か
し
、
Y1
は
母
と
婚
姻
し
た
こ
と
は
な
く
、
母
お
よ
び
Y1
の
関
係
は
、
か

な
り
以
前
に
終
了
し
て
お
り
、
母
は
Y1
の
二
番
目
の
子
の
妊
娠
中
、
Y1
と
は
す
で
に
別
居
し
て
い
た
。
二
〇
〇
三
年
二
月
二
六
日
Ｏ
の
出
生

以
来
、
Y1
は
、
母
お
よ
び
Y2
と
比
較
的
長
期
間
と
い
え
る
程
の
共
同
生
活
は
し
て
い
な
い
。
Y1
は
一
カ
月
に
一
度
二
～
三
時
間
程
度
、
Y2
と

母
の
も
と
を
訪
問
す
る
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
一
カ
月
に
一
度
Y2
と
、
一
～
二
度
母
と
電
話
を
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
Y1
は
、
あ
る
意
味
で

は
母
の
精
神
的
な
支
え
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
Y2
の
た
め
の
養
育
費
も
最
近
ま
で
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
母
お
よ
び
Y2
は
引
っ

越
し
、
Y1
の
訪
問
も
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
母
の
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
も
い
る
。
し
か
し
、
Y2
は
未
だ
な
お
Y1
を
パ
パ
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
二
年
の
否
認
期
間
内
に
、
生
物
学
上
の
父
Ｘ
か
ら
、
否
認
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
な
お
、
訴
訟
提

起
に
と
も
な
い
、
Ｘ
は
自
身
と
Y2
と
の
間
に
血
縁
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
鑑
定
書
を
も
っ
て
証
明
し
て
い
る
。

　

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
九
月
六
日
判
決
は
、﹁
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
現
実
の
責
任
の
引
受
け
が
あ

っ
た
と
推
定
す
る
規
定
に
い
う
よ
う
な
関
係
は
Y1
・
Y2
間
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｘ
の
生
物
学
上
の
父
子
関
係
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
﹂
と
し
、
生
物
学
上
の
父
の
否
認
を
認
容
し
た
。

　

本
判
決
は
、
た
と
え
子
が
、
法
的
な
父
を
パ
パ
と
呼
び
、
か
つ
て
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
出
生
の
と
き
か
ら
共
に
生
活
し
て
お
ら
ず
、

月
に
一
回
数
時
間
の
面
会
交
流
や
電
話
で
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
だ
け
で
は
、
現
実
の
責
任
の
引
受
け
を
推
定
さ
せ

る
よ
う
な
関
係
を
築
い
た
と
は
言
え
な
い
と
し
た
事
例
で
あ
る
。
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⒝　

法
的
な
父
と
子
の
共
同
生
活
が
短
期
間
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否

　
　

③
ブ
レ
ー
メ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
〇
年
三
月
二
四
日
決
定）
（₆
（

　

本
決
定
は
、
子
Y2
の
出
生
後
す
ぐ
に
Y1
に
よ
り
認
知
さ
れ
た
父
子
関
係
を
Ｘ
が
否
認
し
た
事
案
で
あ
り
、
子
の
出
生
後
す
ぐ
の
否
認
訴
訟

の
提
起
が
社
会
的
家
族
的
関
係
の
発
生
を
妨
げ
る
か
が
論
点
に
な
っ
た
。

　

ブ
レ
ー
メ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
〇
年
三
月
二
四
日
決
定
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
を
引
用
し
、
法
的

な
父
と
子
と
の
間
に
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
が
あ
る
こ
と
は
必
須
の
要
件
で
は
な
く
、
法
的
な
父
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
継
続
的

に
子
の
た
め
の
現
実
の
責
任
を
負
担
す
る
と
の
心
証
を
裁
判
官
が
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
短
期
間
の
共
同
生
活
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
家

族
的
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
子
の
出
生
前
か
ら
、
母
と
認
知
者
た
る
法
的
な
父
と
の
関
係
お
よ
び
共
同
生
活
が
存
在

し
、
そ
の
関
係
の
中
で
子
が
出
生
し
た
事
実
か
ら
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
定
し
た
。

　

本
決
定
の
事
案
で
は
、
共
同
生
活
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
比
較
的
長
期
間
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇

〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
が
な
く
て
も
、
子
の
出
生
前
か
ら
父
母
が
安
定
的
な
関
係
に

あ
り
、
共
同
生
活
の
あ
る
法
律
上
の
父
母
の
も
と
で
子
が
出
生
し
た
場
合
に
は
社
会
的
家
族
的
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

　
　

④
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
二
年
四
月
三
〇
日
決
定）
（（
（

　

法
的
な
父
た
る
Y1
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
子
Y2
と
の
父
子
関
係
を
認
知
し
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
、
両
親
は
共
同
の
親
と
し
て
配
慮
権

を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
両
親
の
家
族
的
な
共
同
体
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
始
ま
っ
た
も
の
の
、
Y1
は
同
年
一
二
月
に
、
Y2

に
つ
い
て
の
責
任
を
負
う
つ
も
り
の
な
い
こ
と
を
手
紙
で
母
に
告
げ
た
た
め
、
Y2
お
よ
び
そ
の
母
と
Y1
は
別
居
し
た
。
ま
た
、
Y1
は
二
〇
一

一
年
三
月
の
時
点
で
は
、
ま
だ
別
の
女
性
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
Y2
の
出
生
か
ら
約
二
年
後
に
、
Y1
は
Y2
の
た
め
の
社
会
的
な
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責
任
を
引
き
受
け
る
と
の
意
思
を
初
め
て
表
明
し
た
。
生
物
学
上
の
父
た
る
Ｘ
は
、
Y1
・
Y2
の
共
同
生
活
が
い
ま
だ
短
期
間
の
も
の
で
し
か

な
く
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
Y1
と
Y2
の
間
の
父
子
関
係
の
否
認
を
求
め
た
。
区
裁
判
所
が
Y2
お
よ
び
母
に
血

縁
検
査
（A

bstam
m

ungsuntersuchung

）
に
対
す
る
拒
否
権
が
な
い
と
し
た
た
め
、
Y2
が
控
訴
し
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
二
年
四
月
三
〇
日
決
定
は
、
ま
ず
、
Y1
が
Y2
の
た
め
の
社
会
的
な
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
の
用
意

お
よ
び
努
力
を
、
Y2
の
出
生
か
ら
二
年
弱
経
っ
て
初
め
て
示
し
た
こ
と
に
着
目
し
、﹁
父
と
子
と
の
安
定
的
な
社
会
的
家
族
的
関
係
を
認
定

す
る
た
め
に
は
、
家
族
的
共
同
生
活
が
、
同
程
度
の
期
間
営
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、﹁
法
的
な
父
子
関

係
が
社
会
的
な
父
子
関
係
を
伴
わ
な
い
と
き
、
生
物
学
上
の
父
子
関
係
と
法
的
な
父
子
関
係
を
一
致
さ
せ
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
法
的
な
父
の
立
場
お
よ
び
態
度
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
﹂。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
法
的
な
父
子
関
係
を
維

持
す
る
こ
と
は
殆
ど
子
の
福
祉
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。

　

⒞　

意
図
的
に
訴
訟
手
続
の
引
延
ば
し
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否

　
　

⑤
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
〇
年
一
月
二
一
日
判
決）
（₈
（

　

子
Ｊ
の
母
は
、
当
初
、
少
年
局
に
対
し
Ｘ
を
Ｊ
の
父
と
し
て
Ｘ
と
Ｊ
の
交
流
を
無
制
限
に
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
母
は
Ｘ
に
よ
る
父
子

関
係
の
認
知
に
同
意
せ
ず
、
Ｘ
と
Ｊ
の
面
会
交
流
も
困
難
と
な
っ
て
か
ら
、
Ｊ
の
父
が
Ｘ
で
あ
る
か
否
か
定
か
で
な
い
と
主
張
し
始
め
た
。

二
〇
〇
六
年
九
月
一
七
日
に
Ｙ
が
父
子
関
係
を
認
知
し
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
日
に
婚
姻
し
た
。
そ
の
後
、
母
と
Ｙ
は
Ｘ
か
ら
の
否
認
手

続
に
お
い
て
区
裁
判
所
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
証
拠
調
べ
を
一
年
以
上
故
意
に
遅
滞
さ
せ
た
。
な
お
、
裁
判
所
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
血
縁
鑑
定

の
結
果
、
Ｘ
が
子
の
父
で
あ
る
確
率
は
九
九
％
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
〇
年
一
月
二
一
日
判
決
は
、
ま
ず
、
原
則
と
し
て
社
会
的
家
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族
的
関
係
を
認
定
す
る
の
は
、
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
件
に
お
い
て
も
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
で
社
会
的
家
族

的
関
係
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
本
件
の
よ
う
に
、﹁
意
図
的
に
手
続
期
間
を
引
き
延
ば
す
こ
と
に
よ
り
Ｊ
と
Ｙ
の
間

の
社
会
的
家
族
的
関
係
が
築
か
れ
、
そ
れ
が
固
定
さ
れ
た
と
き
、
例
外
的
に
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
で
は
な
く
、
手
続
開
始
時
点
﹂
を
社
会

的
家
族
的
関
係
の
判
断
時
点
と
す
る
と
し
、
Ｘ
の
否
認
を
認
め
た
。﹁
法
的
な
父
が
変
わ
る
と
、
母
は
社
会
的
な
関
係
が
も
は
や
存
在
し
な

い
男
性
と
親
と
し
て
の
権
利
を
分
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
来
の
法
的
な
父
は
、
今
後
も
共
同
生
活
が
継
続
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

子
に
対
す
る
権
利
を
失
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
子
は
（
法
的
な
父
の
変
更
が
）
子
の
福
祉
に
合
致
す
る
と
き
、
新
し
い
父
を
受
け
入
れ
る
準

備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（vgl.zum

 G
anzen B

V
erfG

, F
am

R
Z2003, 816.

）。﹂
そ
の
場
合
、
法
的
な
関
係
の
変
化
に
よ
り
、
現
に
あ

る
家
族
の
結
合
が
妨
害
さ
れ
、
あ
る
い
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
件
は
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
な
い
。
Ｙ
は
初
め
か
ら
子
の
父

が
Ｘ
で
あ
る
こ
と
や
面
会
交
流
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
認
知
し
て
お
り
、
第
一
審
手
続
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
を
構
築

す
る
た
め
に
一
年
以
上
引
き
延
ば
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
に
つ
い
て
最
終
口
頭
弁
論

の
時
点
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
は
正
当
化
で
き
な
い
﹂
と
さ
れ
た
。

　

本
判
決
は
、
た
と
え
、
否
認
訴
訟
の
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
で
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
意
図
的
な
手
続
の

引
延
ば
し
に
よ
る
場
合
に
は
、
基
準
時
点
が
前
倒
し
に
な
り
、
否
認
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
　

⑥
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
月
二
九
日
決
定）
（₉
（

　

二
〇
一
〇
年
中
頃
か
ら
二
〇
一
一
年
の
初
頭
ま
で
、
母
は
Ｘ
と
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
既
に
比
較
的
長
期
間
二
人
は
恋
愛
関
係

に
あ
り
、
四
人
の
子
ど
も
が
い
た
。
二
〇
一
一
年
に
母
は
、
双
子
Y2
お
よ
び
Y3
を
出
産
し
た
。
そ
の
後
、
Y2
と
Y3
に
つ
い
て
は
、
Y1
が
二
〇

一
一
年
六
月
一
六
日
に
母
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、
少
年
局
の
証
書
に
よ
っ
て
認
知
し
、
法
的
な
父
と
な
っ
た
。
Y2
・
Y3
は
出
生
以
来
、
Y1
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と
共
に
生
活
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
四
月
一
二
日
に
Y1
と
子
の
母
は
婚
姻
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
二
二
日
の
決
定
に
お
い
て
、
血
縁
鑑
定
を
採
用
し
た
後
、
Ｘ
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
Y2
・
Y3
の
父
親
が

Ｘ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
区
裁
判
所
が
、
血
縁
鑑
定
を
求
め
た
際
、
Y1
と
子
の
母
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
の
た
め
、
手
続
き
が
七
カ

月
間
遅
滞
し
た
。

　
Y1
と
子
の
母
か
ら
の
控
訴
に
対
し
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
月
二
九
日
決
定
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

﹁
当
審
の
認
定
に
よ
る
と
、
出
生
の
時
点
で
、
Y2
・
Y3
と
Y1
の
家
族
的
な
共
同
体
が
存
在
す
る
。
Y1
と
母
、
Y2
・
Y3
は
、
Y2
・
Y3
の
出
生
以
来
、

共
同
の
家
政
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
。
共
同
生
活
の
も
と
で
、
い
ま
や
二
〇
カ
月
が
経
過
し
、
比
較
的
長
期
間
と
い
う
要
件
も
充
た
さ
れ

る
。
Y1
と
母
が
ま
ず
も
っ
て
命
じ
ら
れ
た
鑑
定
に
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
で
手
続
き
が
遅
滞
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
て
も
、
十
分
な
期
間

が
経
過
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
遅
滞
が
、
裁
判
所
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
す
で
に
生
成
し

て
い
る
社
会
的
家
族
的
関
係
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
意
図
的
な
引
延
ば
し
に
よ
っ
て
生
じ
た

時
の
経
過
を
無
視
す
る
こ
と
は
子
の
保
護
と
矛
盾
す
る
﹂。
ま
た
、﹁
た
と
え
七
カ
月
弱
の
期
間
を
無
視
し
た
と
し
て
も
、
一
年
以
上
の
共
同

生
活
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
婚
姻
は
、
親
が
実
際
に
責
任
の
引
受
け
を
し
て
い
る
と
い
う
推
定
を
根
拠
づ
け
る
。
そ
れ
に
加
え
て
必
要
な
の

は
、
実
際
の
責
任
が
今
後
も
法
的
な
父
に
よ
り
担
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（vgl.B

G
H

, F
am

R
Z2007, 538ff.

）。
こ
れ
は
本
件
に
お
い
て
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
少
年
局
の
職
員
は
、
区
裁
判
所
に
よ
る
聴
聞
会
の
際
も
、
当
審
の
公
判
に
お
い
て
も
、
双
子
の
出
生
以
来
、
Y1
と
母
に

よ
る
援
助
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
両
親
は
、
愛
情
を
こ
め
て
双
子
（
Y2
・
Y3
）
の
世
話
を
し
て
い
る
。
Y1
は
家
族

に
お
け
る
重
要
な
支
柱
で
あ
り
、
Y2
・
Y3
の
基
本
的
な
監
護
お
よ
び
扶
養
を
行
っ
て
い
る
﹂
と
し
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
め
た
。

　

本
決
定
は
、
意
図
的
に
手
続
が
引
き
延
ば
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
一
年
以
上
の
共
同
生
活
が
存
在
し
た
場
合
に
は
、
手
続
遅

滞
の
期
間
も
含
め
て
社
会
的
関
係
の
存
在
が
認
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
。
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⒟　

過
去
に
お
い
て
生
物
学
上
の
父
と
の
間
に
共
同
生
活
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否

　
　

⑦
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
区
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
六
日
判
決）
₈（
（

　
Y2
と
Y1
の
母
は
婚
姻
し
て
い
た
が
、
不
仲
に
な
り
、
母
は
頻
繁
に
夜
間
に
外
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
母
は
Y2
の
同
僚
で
あ
る

Ｘ
と
会
い
、
法
的
に
懐
胎
期
間
と
さ
れ
る
二
〇
〇
三
年
八
月
一
三
日
か
ら
一
二
月
一
〇
日
ま
で
の
間
、
母
は
Ｘ
と
性
的
関
係
を
も
っ
た
。
妊

娠
初
期
の
四
日
間
ほ
ど
、
母
は
Ｘ
の
も
と
で
す
ご
し
、
そ
の
後
二
～
三
か
月
間
自
身
の
両
親
の
も
と
で
す
ご
し
た
が
、
Y2
の
も
と
へ
戻
っ
た
。

裁
判
外
で
鑑
定
が
行
わ
れ
、
Ｘ
が
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
母
は
Ｘ
の
も
と
へ
と
戻
り
、
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
末
か
ら
約
二
週
間
と
も
に
暮
ら
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
両
親
の
も
と
で
す
ご
し
た
後
、
Y2
の
も
と
へ

帰
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
三
月
二
七
日
か
ら
、
母
は
Y1
と
再
び
Y2
の
も
と
を
離
れ
、
お
よ
そ
八
か
月
間
Ｘ
と
と
も
に
暮
ら
し
た
が
、
二
〇
〇
五

年
一
〇
月
に
は
Y2
の
も
と
へ
戻
り
、
Y1
と
今
日
ま
で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
。
Ｘ
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
以
降
も
一
時
的
に
中
断
し
た
時

期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
Y1
と
宿
泊
を
伴
う
面
会
交
流
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
Ｘ
は
自
身
が
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め

て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
区
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
六
日
判
決
は
、Y1
が
Y2
お
よ
び
母
と
共
に
、
現
在
家
庭
的
な
共
同
体
に
お
い
て
生
活
し
、

Y2
と
Y1
の
間
に
社
会
的
家
族
的
な
結
付
き
（sozial- fam

iliäre B
indung

）
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
一
方
で
、
Ｘ
が
Y1
の

生
ま
れ
る
以
前
か
ら
生
物
学
上
の
父
と
し
て
過
ご
し
、
そ
の
後
も
面
会
交
流
を
続
け
た
こ
と
に
よ
り
親
子
と
し
て
の
結
付
き
が
形
成
さ
れ
、

﹁
Ｘ
の
生
物
学
上
の
父
と
し
て
の
利
益
が
重
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
﹂
こ
と
も
認
定
し
た
。
ま
た
、
Y2
は
こ
れ
ま
で
Ｘ
が
Y1
の
生
物
学
上

の
父
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
Y1
と
生
活
し
て
お
り
、
た
と
え
法
的
な
父
が
Ｘ
と
な
っ
て
も
共
同
生
活
関
係
が
悪
化
す
る
と
は
予
想

で
き
な
い
こ
と
や
、
母
も
Ｘ
が
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。

　

本
判
決
は
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
な
結
付
き
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
間
に
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存
在
す
る
関
係
を
重
視
し
、
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
を
認
め
た
事
案
で
あ
る
。

　
　

⑧
ブ
レ
ー
メ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
月
二
二
日
決
定）
₈₁
（

　

子
が
出
生
後
、
少
な
く
と
も
六
歳
か
ら
七
歳
に
至
る
ま
で
の
間
、
生
物
学
上
の
父
た
る
Ｘ
の
こ
と
を
家
族
の
一
員
と
し
て
認
識
し
、
生
活

し
て
い
た
が
、
そ
の
関
係
が
終
了
し
、
そ
の
後
、
子
は
法
的
な
父
と
家
庭
的
な
共
同
体
を
形
成
し
、
現
在
ま
で
共
に
生
活
し
て
い
る
。
法
的

な
父
が
子
と
の
家
族
旅
行
や
学
校
に
お
け
る
父
母
懇
親
会
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
少
年
局
の
報
告
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
子
は

法
的
な
父
を
パ
パ
と
呼
び
か
け
、
か
つ
自
分
の
生
物
学
上
の
父
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
ま
で
述
べ
て
い
た
。

　

ブ
レ
ー
メ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
月
二
二
日
決
定
は
、
か
つ
て
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在

し
た
こ
と
を
認
め
、﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
が
生
物
学
上
の
父
と
の
間
に
も
存
在
し
て
い
た
事
案
に
つ
い
て
、
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
関

係
を
例
外
な
く
考
慮
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
学
説
の
疑
念
に
つ
い
て
共
感
す
る
﹂
と
も
述
べ
た
。
し
か
し
本
決
定
の
事
案

は
、
子
が
生
物
学
上
の
父
よ
り
も
明
ら
か
に
法
的
な
父
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
存
在
す
る

情
緒
的
な
関
係
と
同
質
の
関
係
が
、
生
物
学
上
の
父
と
の
間
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
の
関
係
を
考
慮
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
生
物
学
上
の
父
か
ら
の
否
認
を
認
め
な
か
っ
た
。

三
　
小
　
括

　

二
〇
〇
四
年
改
正
法
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
契
機
と
し
て
、
一
九
九
七
年
改
正
法
を
部
分
的
に
改
正
し
、
否
認
権
者
と
し
て
新

た
に
生
物
学
上
の
父
を
加
え
た
。
た
だ
し
、
生
物
学
上
の
父
に
は
、
他
の
否
認
権
者
に
は
な
い
要
件
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
法
的
な
父

と
子
の
間
の
﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
の
不
存
在
と
、
子
と
自
身
の
父
子
関
係
の
存
在
の
証
明
で
あ
る）
₈（
（

。﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
は
、
否
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認
の
際
の
消
極
的
要
件
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
現
実
に
営
ま
れ
る
親
子
関
係
を
保
護
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る）
₈（
（

。
す
な
わ
ち
、
血
縁
よ

り
も
、
子
と
心
理
的
な
親
と
の
継
続
的
な
日
々
の
接
触
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
養
育
関
係
の
維
持
が
子
の
健
全
な
成
長
発
達
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
と
さ
れ）
₈（
（

、
現
実
に
形
成
さ
れ
た
法
的
な
父
と
子
と
の
社
会
的
な
結
付
き
の
方
が
優
先
さ
れ
る
。

　

改
正
法
は
、血
縁
よ
り
も
法
的
な
父
と
子
の
間
の
﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
を
保
護
し
、優
先
す
べ
き
と
し
た
が
、﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂

が
一
体
い
か
な
る
関
係
を
指
す
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
四
項
に
解
釈
指
針
を
規
定
し
、
概
念
の
不
明
瞭
さ
を
補
お
う
と
し

た）
₈₅
（

。
す
な
わ
ち
、
法
的
な
父
が
子
の
た
め
に
現
実
の
責
任
を
負
担
し
て
い
る
か
に
着
目
し
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
判
断
す
る
。
ま

た
、
現
実
の
責
任
に
関
し
て
は
、
法
的
な
父
と
母
が
婚
姻
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
法
的
な
父
と
子
が
家
族
的
な
共
同
体
で
比
較
的
長
期
間

共
に
生
活
を
し
て
い
る
か
に
着
目
し
、
責
任
の
引
受
け
が
推
定
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
規
定
を
も
っ
て
し
て
も
、
社
会
的
家
族
的

関
係
の
存
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
裁
判
例
は
、﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
解
釈
を
提
示
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
意
義
な
い
し
確
定
に
あ
た
っ
て

の
考
慮
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
〇
〇
条
四
項
二
文
（
引
受
け
）
と
、
四
項
一
文
（
負
担
）
は
明
確
に
異
な
り
、
引
受
け

の
み
か
ら
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
引
き
受
け
ら
れ
た
責
任
が
、
そ
れ
以
降
、
さ
ら
に
継
続
し
て
負
担
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、﹁
子
と
の
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
認
め
る

の
に
不
可
欠
の
要
件
で
は
な
く
、
法
的
な
父
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
継
続
的
に
子
の
た
め
の
現
実
の
責
任
が
負
担
さ
れ
る
と
の
心
証
を

裁
判
官
が
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
短
期
間
の
共
同
生
活
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
﹂
と
述
べ
、
社
会
的
家
族
的

関
係
の
存
在
を
認
め
る
に
は
責
任
負
担
の
将
来
に
わ
た
る
継
続
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

社
会
的
家
族
的
関
係
は
、
将
来
に
わ
た
る
継
続
性
に
関
し
て
の
保
証
が
な
い）
₈₆
（

。
こ
こ
に
、
社
会
的
家
族
的
関
係
を
問
題
に
す
る
こ
と
の
危
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う
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
度
引
き
受
け
ら
れ
た
子
に
対
す
る
責
任
が
、
そ
の
後
も
負
担
さ
れ
続
け
、
さ
ら
に
将
来

に
わ
た
っ
て
も
継
続
さ
れ
る
と
の
心
証
を
、
裁
判
官
が
得
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
関
係
で
な
け
れ
ば
、
血
縁
よ
り
も
重
視
さ
れ
、
保
護
に

値
す
る
関
係
と
は
さ
れ
な
い
。

　

下
級
審
に
お
い
て
も
、
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
が
求
め
ら
れ
た
場
面
で
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す

る
か
が
主
た
る
争
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
、
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
七
月

三
〇
日
判
決
が
示
し
た
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
規
定
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
的
な
父
と
子
が
現
在
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
な

い
場
合
で
、
た
と
え
法
的
な
両
親
が
離
婚
し
て
い
て
も
、
従
前
に
一
年
以
上
共
同
生
活
を
送
り
、
さ
ら
に
別
居
後
も
継
続
的
に
面
会
交
流
が

実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
認
定
さ
れ
て
い
る
（
①
の
判
決
）。
他
方
、
従
前
一
カ
月
に
一
度
、
二
～
三
時
間
程

度
の
面
会
や
、
電
話
で
の
交
流
が
あ
り
、
子
が
な
お
法
的
な
父
を
父
親
と
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
現
在
交
流
が
難
し
い
状
態
で
、
こ
れ

ま
で
扶
養
料
の
支
払
い
の
事
実
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
共
同
生
活
を
送
っ
た
こ
と
も
な
い
場
合
に
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
（
②
の
判
決
）。
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
に
よ
り
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
は
必
須
の
条
件
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
社
会
的
家
族
的
関
係
を
認
定
す
る
際
、
子
の
た
め
の
現
実
の
責
任
の
負
担
が
重
要
で

あ
る
以
上
、
法
的
な
父
が
扶
養
料
さ
え
負
担
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
も
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
子
と
法
的
な
父
と
の
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
が
必
須
の
条
件
で
な
い
以
上
、
生
物
学
上
の
父
が
子
の
出
生
後
す
ぐ
に
法
的
な

父
子
関
係
を
否
認
す
る
場
合
で
も
、
法
的
な
父
母
が
出
生
前
か
ら
安
定
的
な
関
係
に
あ
り
、
そ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
子
が
出
生
し
た
場
合

に
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
③
の
決
定
）。
し
か
し
、
子
の
出
生
か
ら
二
年
以
上
経
過
し
た
後
に
法
的
な
父
と
共
同

生
活
を
送
り
始
め
た
場
合
に
は
、
共
同
生
活
が
二
年
未
満
の
間
は
社
会
的
家
族
的
関
係
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
（
④
の
決
定
）。

　

な
お
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
判
決
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否
の
判
断
は
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
が
基
準
と
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な
る
こ
と
も
明
確
に
し
た
。
し
か
し
、
社
会
的
家
族
的
関
係
を
固
定
化
さ
せ
る
た
め
、
意
図
的
に
手
続
を
遅
滞
さ
せ
た
場
合
、
法
的
な
父
と

母
と
の
婚
姻
か
ら
短
期
間
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
共
同
生
活
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
で
社
会
的
家
族

的
関
係
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
訴
訟
提
起
の
時
点
ま
で
基
準
時
を
前
倒
し
し
た
裁
判
例
が
見
ら
れ
た
（
⑤
の
判
決
）。
こ
れ
に
対
し
て
、

子
が
法
的
な
父
と
母
と
と
も
に
出
生
以
来
一
年
以
上
共
同
生
活
を
送
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
意
図
的
な
手
続
遅
滞
の
間
に
生
じ
た
関
係
も
考

慮
に
入
れ
て
社
会
的
家
族
的
関
係
を
認
定
す
べ
き
と
し
た
裁
判
例
も
あ
っ
た
（
⑥
の
決
定
）。

　

さ
ら
に
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
た
と
え
法
的
な
父
と
血
縁
上
の
繋
が
り
の
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
否
認
は
認
め
ら
れ
な
い
（
①
の
判
決
、
⑥
の
決
定
）。
そ
う
し
た
場
合
に
、
生
物
学
上
の
父
と
の
間
に
社

会
的
家
族
的
関
係
が
以
前
築
か
れ
て
い
て
も
、
こ
れ
を
理
由
に
否
認
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
裁
判
例
が
あ
る
（
⑧
の
決
定
）。
し
か
し
、

法
的
な
父
も
自
身
が
生
物
学
上
の
父
で
な
い
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
子
と
生
活
し
、
母
も
生
物
学
上
の
父
の
否
認
に
対
し
異
論
を
述
べ
て
い

な
い
場
合
に
は
、
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
従
前
の
共
同
生
活
や
現
在
の
関
係
を
重
視
し
て
例
外
的
に
否
認
を
認
容
し
た
裁
判
例
も
み
ら
れ

た
（
⑦
の
判
決
）。

　

以
上
の
よ
う
に
下
級
審
裁
判
例
で
は
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
の
関
係
が
、﹁
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
築
か
れ
て
き
た
か
﹂
と
い
う
点
を

中
心
に
、
子
と
法
的
な
父
の
築
い
て
き
た
関
係
が
ど
れ
ほ
ど
緊
密
で
、
今
後
も
な
お
継
続
す
る
関
係
と
い
え
る
の
か
を
中
心
に
、
事
案
に
応

じ
て
柔
軟
に
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
否
を
判
断
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
章
　
改
正
法
の
評
価

　

二
〇
〇
四
年
改
正
法
は
、
法
的
な
父
と
子
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
生
物
学
上
の
父
に
法
的
父
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子
関
係
の
否
認
を
認
め
た
。
そ
こ
で
、
改
正
法
施
行
後
は
、
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
を
妨
げ
る
よ
う
な
社
会
的
家
族
的
関
係
と
は
い
か

な
る
関
係
を
指
す
か
に
つ
い
て
、
解
釈
上
の
議
論
が
展
開
さ
れ
、
裁
判
例
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
改
正
法
の
あ
り
方

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
施
行
後
も
評
価
が
分
か
れ
て
お
り
、
す
で
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
も
出
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、

改
正
法
施
行
後
に
展
開
さ
れ
た
改
正
法
の
評
価
を
め
ぐ
る
議
論
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。

　
一
　
学
説
の
評
価

　

ヘ
ル
ム
ス
（Tobias H

elm
s

）
は
、
法
改
正
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
お
よ
び
改
正
法
が
、
も
っ
ぱ
ら
法
的
な
父

が
子
の
た
め
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
法
的
な
父
と
子
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
だ

け
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る）
₈（
（

。
改
正
の
契
機
と
な
っ
た
事
案
で
は
、
子
の
出
生
後
、
ま
ず
は
生
物
学
上
の
父
が
子
と
の
間
で
父
子

関
係
を
築
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
重
視
し
、
一
方
で
、
子
が
生
物
学
上
の
父
と
父
子
関
係
を

す
で
に
構
築
し
、
他
方
で
、
法
的
な
父
と
の
間
に
は
家
族
的
な
共
同
体
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
し
か
し
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
改
正
法
の
立
法
者
も
、
子
と
法
的
な
父
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
な
い
と
い
う
後
者
の
点
の
み
を
重
視
し
た
。

す
な
わ
ち
、
改
正
法
に
よ
る
と
、
生
物
学
上
の
父
と
子
の
間
に
か
つ
て
社
会
的
家
族
的
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
意
味
を

も
た
な
い
。
ヘ
ル
ム
ス
は
、
そ
の
点
を
指
摘
し
、﹁
母
が
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
婚
姻
し
て
お
り
、
そ
の
者
と
家
族
的
な
共
同
体
に
お
い
て

と
も
に
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
と
生
物
学
上
の
父
と
の
間
に
親
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
物
学
上

の
父
に
否
認
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る）
₈₈
（

﹂
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
法
的
な
父
と
子
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
他

方
で
存
在
す
る
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
間
の
関
係
に
も
着
目
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
ち
ら
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
子

の
た
め
の
責
任
が
、
法
的
な
父
と
母
の
関
係
が
存
続
す
る
限
り
で
の
み
引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
な
く
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
将



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
六
〇

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
五
四

来
の
展
開
は
必
ず
し
も
安
定
し
た
も
の
と
も
言
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
ヘ
ル
ム
ス
は
、
生
物
学
上
の
父
と
の
遺
伝
的
な
結
付
き
は
、
子
の

運
命
に
対
す
る
永
続
的
な
利
益
お
よ
び
、
そ
れ
と
同
時
に
確
実
な
関
係
の
継
続
性
と
安
定
性
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る）
₈₉
（

。
ま
た
、
子

の
真
実
の
父
は
、
本
来
は
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
な
考
え
が
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
深
く
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
付
言
す

る
）
₉（
（

。
そ
の
う
え
で
、
存
在
す
る
法
的
な
父
子
関
係
が
安
定
し
て
お
り
、
一
方
で
生
物
学
上
の
父
が
子
に
対
す
る
利
益
を
主
張
し
て
い
な
い
場

合
に
の
み
、
社
会
的
な
父
子
関
係
を
優
遇
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る）
₉₁
（

。

　

ハ
ー
ガ
ー
（Johannes H

ager

）
は
、
一
六
〇
〇
条
四
項
が
、
法
的
父
子
関
係
が
認
知
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
と
婚
姻
関
係

に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
同
列
に
扱
う
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
す
な
わ
ち
、
母
と
法
的
な
父
が
婚
姻
し
て
い
る
場
合
で
す
ら
、

生
物
学
上
の
父
の
基
本
権
を
制
限
す
る
こ
と
が
正
当
化
で
き
る
か
は
疑
わ
し
い
の
に
、
母
が
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
家
族
的
な

共
同
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
場
合
は
、
そ
の
関
係
が
基
本
法
六
条
一
項
よ
る
保
護
を
受
け
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
婚
姻
関
係
が

あ
る
場
合
と
は
同
列
に
扱
え
な
い
と
す
る）
₉（
（

。
ま
た
、
ヘ
ル
ム
ス
と
同
様
に
、
い
っ
た
ん
家
族
的
な
共
同
体
が
形
成
さ
れ
て
も
、
母
と
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
が
そ
の
後
短
期
間
で
関
係
を
解
消
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
子
に
対
す
る
関
心
を
失
う
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
場
合
で
も

二
年
の
否
認
期
間
が
経
過
す
る
と
、
生
物
学
上
の
父
が
子
と
法
的
な
関
係
を
結
ぶ
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
問
題
視
す
る）
₉（
（

。
そ
の
う
え

で
、
改
正
法
の
規
定
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
一
五
九
五
条
一
項
の
認
知
の
際
の
母
の
同
意
権
を
制
限
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な

わ
ち
、
ハ
ー
ガ
ー
は
、
否
認
の
時
点
に
お
け
る
利
益
衡
量
を
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
生
物
学
上
の
父
と
、
法
的
な
父
と
の
利
益
の
衝
突

の
問
題
の
根
底
に
は
、
母
が
何
の
制
限
も
な
く
自
由
に
子
の
認
知
に
つ
い
て
同
意
で
き
る
点
に
あ
る
と
見
て
い
る
。
生
物
学
上
の
父
に
、
法

的
に
父
と
な
る
機
会
を
い
く
ら
保
障
し
て
も
、
別
の
男
性
が
法
的
な
父
と
な
り
、
そ
の
男
性
が
社
会
的
家
族
的
関
係
を
築
い
て
し
ま
う
と
、

現
行
法
上
な
す
す
べ
は
な
い）
₉（
（

。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
な
い
よ
う
、
母
の
同
意
権
を
制
限
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
の

で
あ
る）
₉₅
（

。
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同
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社
法
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六
八
巻
二
号�

一
六
一

七
五
五

　

こ
れ
ら
二
つ
の
学
説
は
、
法
的
な
父
と
子
の
間
の
社
会
的
家
族
的
関
係
だ
け
を
重
視
す
る
改
正
法
に
対
し
て
懐
疑
的
な
見
解
で
あ
る
。
特

に
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
将
来
に
わ
た
っ
て
も
継
続
す
る
保
証
が
な
い
こ
と
に
危
う
さ
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
ヘ
ル
ム
ス
は
、

否
認
の
場
面
で
は
、
む
し
ろ
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
関
係
に
着
目
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ハ
ー
ガ
ー
は
、
法
的
な
父

と
子
の
母
が
婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
と
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
を
同
列
に
置
く
こ
と
は
疑
問
と
し
た
う
え
で
、
そ
も
そ
も
認
知
に
よ
っ
て
法

的
な
父
子
関
係
を
形
成
す
る
場
面
で
、
母
が
介
入
す
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
学
説
と
は
反
対
に
、
そ
も
そ
も
生
物
学
上
の
父
に
否
認
権
を
認
め
る
こ
と
に
懐
疑
的
な
見
解
も
存
在
す
る
。
例
え
ば

ビ
ュ
ッ
ト
ヌ
ル
（H

elm
ut B

üttnur

）
は
、
改
正
の
契
機
と
な
っ
た
判
例
に
対
し
、
生
物
学
上
の
父
を
法
的
な
父
と
す
る
こ
と
が
常
に
子

の
利
益
に
か
な
う
と
い
え
る
の
か
は
疑
わ
し
い
と
述
べ
、﹁
生
物
学
上
の
父
に
子
と
の
面
会
交
流
、
お
よ
び
否
認
に
対
す
る
自
然
的
な
基
本

権
が
あ
る
こ
と
の
承
認
は
、
生
物
学
的
な
つ
な
が
り
を
過
度
に
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
当
で
な
い
。
社
会
的
実
情
を
見
る
と
、
現
に
あ

る
社
会
的
家
族
的
関
係
の
保
護
に
、
生
物
学
上
の
血
縁
に
対
す
る
よ
り
も
高
い
重
要
性
を
見
出
す
べ
き
﹂
と
の
見
解
に
立
つ）
₉₆
（

。
ま
た
、
生
物

学
上
の
父
に
扶
養
能
力
が
な
い
よ
う
な
場
合
、
母
に
対
す
る
い
や
が
ら
せ
の
た
め
に
否
認
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
も
指
摘
す
る）
₉（
（

。
さ
ら

に
、
ビ
ュ
ッ
ト
ヌ
ル
は
、
母
と
子
の
利
益
は
分
離
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
母
の
も
と
で
幼
い
子
が
成
長
す
る
こ
と
は
、
母
の
利
益
に
一

致
す
る
と
の
見
解
に
立
つ
。
そ
の
た
め
、
生
物
学
上
の
父
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
子
は
母
の
利
益
を
慮
っ
て
苦
し
む
こ
と
を
指
摘
し
、

母
の
利
益
に
対
し
て
も
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る）
₉₈
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
改
正
法
に
対
す
る
評
価
は
様
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
見
解
も
、
改
正
法
が
生
物
学
上
の
父
の
利
益
と
、
法
的
な
父
の

利
益
、
さ
ら
に
母
や
子
の
利
益
を
慎
重
か
つ
十
分
に
衡
量
し
た
も
の
と
は
と
ら
え
て
い
な
い
。
下
級
審
裁
判
例
で
紹
介
し
た
⑧
の
決
定
は
、

ヘ
ル
ム
ス
や
、
ラ
ウ
シ
ャ
ー
の
見
解）
₉₉
（

を
引
用
し
、﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
が
生
物
学
上
の
父
と
の
間
に
も
存
在
し
て
い
た
事
案
に
つ
い
て
、

生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
関
係
を
例
外
な
く
考
慮
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
学
説
の
疑
念
に
つ
い
て
共
感
す
る
﹂
と
述
べ
、
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
六
二

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
五
六

生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
社
会
的
家
族
的
関
係
が
、
法
的
な
父
と
子
と
の
関
係
と
同
質
と
言
い
う
る
場
合
に
は
、
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の

関
係
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

　
二
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
評
価

　

二
〇
〇
四
年
の
改
正
法
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
九
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
立
法
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
節
で
見
た

よ
う
に
、
改
正
法
施
行
後
も
、
そ
の
評
価
は
様
々
で
あ
り
、
む
し
ろ
生
物
学
上
の
父
と
子
の
関
係
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
も
見
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
再
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
改
正
法
の
評
価
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇
一
三
年
一
二
月

四
日
決
定
お
よ
び
二
〇
一
五
年
二
月
二
四
日
決
定
で
あ
り
、
以
下
に
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。

⑴　

連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
二
月
四
日
決
定（
（（（
（

　

⒜　

事
案
の
概
要

　

抗
告
人
Ｘ
は
、
子
の
母
と
婚
外
の
関
係
を
続
け
、
こ
れ
は
子
が
生
後
四
ヵ
月
と
な
る
時
ま
で
続
い
た
。
子
は
一
一
ヵ
月
の
時
か
ら
、
母
、

法
的
な
父
、
お
よ
び
未
成
年
の
兄
弟
と
と
も
に
生
活
し
て
い
る
。
Ｘ
は
自
身
が
子
の
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
と
の
確
信
の
も
と
で
否
認
訴
訟

を
提
起
し
た
が
、
子
と
法
的
な
父
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
由
に
棄
却
さ
れ
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
立
法
者
に
は
、

生
物
学
上
の
父
に
父
と
し
て
の
法
的
な
地
位
を
与
え
る
義
務
が
あ
り
、
生
物
学
上
の
父
の
否
認
を
棄
却
す
る
こ
と
は
、
基
本
法
六
条
一
項
お

よ
び
二
項
な
ら
び
に
基
本
法
二
〇
条
三
項
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約
八
条
に
違
反
す
る
と
し
て
憲
法
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

⒝　

判
旨
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
六
三

七
五
七

　
﹁
当
裁
判
所
は
、
子
の
出
生
前
お
よ
び
出
生
後
数
か
月
の
間
、
生
物
学
上
の
父
が
社
会
的
家
族
的
関
係
を
構
築
し
て
い
た
場
合
で
も
、
生

物
学
上
の
父
か
ら
の
否
認
を
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
憲
法
に
適
合
す
る
と
し
、
こ
う
し
た
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に

基
づ
き
、
面
会
交
流
権
の
み
認
め
ら
れ
る
と
し
た
（B

V
erfG

E108, 82, 87 f., 90, 106, 109, 112f.=
F

am
R

Z2003, 816.

）﹂。
ま
た
、﹁
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
法
的
な
父
が
社
会
的
な
父
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
生
物
学
上
の
父
に
父
子
関
係
の
否

認
が
許
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
国
家
の
立
法
の
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（E

G
M

R
, U

rteile vom
 22. M

ärz 

2012 - B
eschw

erde-N
r. 23.338/09, K

autzor/D
eutschland - juris, R

n. 78 ff. und - B
eschw

erde-N
r. 45.071/09, A

hrends/

D
eu

tsch
lan

d
 - ju

ris, R
n

. 74 ff.; E
n

tsch
eid

u
n

g vom
 11. D

ezem
b

er 2012 - B
esch

w
erd

e-N
r. 11858/10, K

op
p

ikar/

D
eutschland.

））
（（（
（

。﹂
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
Ｘ
の
憲
法
異
議
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
。

⑵　

連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
一
五
年
二
月
二
四
日
決
定（
（（（
（

　

⒜　

事
案
の
概
要

　

抗
告
人
Ｘ
は
、
二
〇
〇
二
年
に
出
生
し
た
子
の
生
物
学
上
の
父
で
あ
り
、
こ
の
点
に
争
い
は
な
い
。
Ｘ
は
子
の
母
と
婚
姻
し
て
い
な
い
が
、

子
の
出
生
後
、
母
お
よ
び
子
と
同
じ
家
で
共
に
生
活
し
、
そ
の
際
、
子
の
監
護
お
よ
び
扶
助
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
Ｘ
は
子
の
母
と
別

れ
、
子
は
母
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
Ｘ
と
子
と
の
間
で
は
引
き
続
き
面
会
交
流
が
行
わ
れ
た
。
一
方
で
、
母
は
二
〇
〇
八
年
に
別
の
男

性
Ｙ
と
の
関
係
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
九
年
四
月
以
来
、
Ｙ
が
一
週
間
に
一
日
は
母
お
よ
び
子
の
家
を
訪
れ
、
家
族
と
し
て
過
ご
し
た
。
二

〇
一
一
年
四
月
に
は
Ｙ
が
母
お
よ
び
子
と
共
同
の
家
で
暮
ら
し
始
め
、
子
の
父
子
関
係
を
認
知
し
た
。
二
〇
一
二
年
九
月
に
子
の
母
と
Ｙ
は

婚
姻
し
た
。
彼
ら
は
依
然
と
し
て
、
共
同
で
暮
ら
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
三
月
、
Ｘ
は
父
子
関
係
の
否
認
訴
訟
を
提
起
し
、
Ｙ
で
は
な
く
、

自
身
が
子
の
父
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
申
し
立
て
た
。
Ｘ
は
子
の
出
生
以
来
二
〇
〇
八
年
ま
で
子
と
の
社
会
的
家
族
的
関
係
に
お
い
て
生
活
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社
法
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六
八
巻
二
号�

一
六
四

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
五
八

し
て
い
た
こ
と
、
母
の
夫
と
子
と
の
社
会
的
家
族
的
関
係
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
母
の
夫
は
子
の
た
め
の
継
続
的
な
責
任
を
負
っ
て
い

な
い
と
主
張
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
の
決
定
で
、
区
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
申
立
て
を
却
下
し
、
そ
れ
に
対
す
る
抗
告
も
、
二
〇
一
三
年
一
月
八
日
の

判
決
で
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
憲
法
抗
告
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約
六
条
、
八
条
、
一
四
条
と
関
連
し
て
、
基
本
法
二
〇
条

三
項
及
び
三
条
一
項
、
二
項
、
六
条
二
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。

⒝　

判
旨

　
﹁
父
子
関
係
の
否
認
お
よ
び
認
知
手
続
に
か
か
わ
る
法
規
定
は
、
Ｘ
の
権
利
、
特
に
そ
の
憲
法
上
の
親
と
し
て
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の

で
は
な
い
。
確
か
に
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
は
、
子
の
血
縁
上
の
父
の
、
父
と
し
て
の
法
的
な
地
位
を
得
る
利
益
も
保
護
す
る
⋮
こ
の
こ

と
に
関
し
て
手
続
き
を
用
意
す
る
義
務
が
立
法
者
に
あ
る
こ
と
は
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
基
づ
い
て
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（vgl.B

V
erfG

E108,82,104f.=
F

am
R

Z2003,816.

）。
し
か
し
、
当
裁
判
所
は
、
法
的
社
会
的
家
族
を
保
護
す
る
た
め
に
、
生
物
学

上
の
父
と
さ
れ
る
者
が
父
子
関
係
を
否
認
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
に
、
原
則
と
し
て
憲
法
上
の
疑
義
を
挟
む
余
地
は
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
（vgl.B

V
erfG

E108, 82, 104f.=
F

am
R

Z2003,816.

）。
当
裁
判
所
は
、
子
の
出
生
前
お
よ
び
出
生
後
数
か
月
の
間
、
生
物
学

上
の
父
が
社
会
的
家
族
的
関
係
を
構
築
し
て
い
た
場
合
で
も
、
生
物
学
上
の
父
か
ら
の
否
認
を
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
憲
法
に
適
合
す
る

と
し
、
こ
う
し
た
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
き
、
面
会
交
流
権
の
み
認
め
ら
れ
る
と
し
た
（vgl.B

V
erfG

E108, 

82, 87f., 90, 106.112f.=
F

am
R

Z2003,816:; B
V

erfG
E

, B
esch

lu
ss d

er 1.K
am

m
er d

es 1.S
en

at v.4.12.2013-1B
vR1154/10-, 

F
am

R
Z2014, 191, R

z.5.

）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
決
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
当
該
裁
判
所
は
、
特
に
、
法
的
な
父
が
社
会
的
な
父
と
し
て
の
役
割
も
担
っ



（　
　
　

）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
六
五

七
五
九

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
生
物
学
上
の
父
に
父
子
関
係
の
否
認
が
許
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
国
家
の
立
法
の
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
る
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（E

uG
H

M
R

, K
autzor v. D

eutschland, U
rteil v. 22.3.2012-N

r.23338/09-, Juris R
z.74ff; A

hrens v. 

D
eutschland, U

rteil v.22.3.2012-N
r.25071/09-,juris R

z.74ff., vgl.F
am

R
Z2012, 691; K

oppikar v. D
eutschland,E

ntscheidung 

v.11.12.2012-N
r.11858/10-, juris.

））
（（３
（

。

　

本
件
に
お
い
て
も
、
生
物
学
上
の
父
が
法
的
な
父
子
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
法
規
定
の
あ
り
方
が
、
生
物
学
上
の
父
の
基
本
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き
、
疑
義
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。
確
か
に
本
件
は
、
以
前
に
判
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
は
以
下
の
点
で
異

な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
は
二
〇
〇
二
年
の
子
の
出
生
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
に
母
と
別
れ
る
ま
で
子
と
一
緒
に
生
活
し
、
別
居
後
も
子
と
の
面

会
交
流
に
よ
り
子
と
の
現
実
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
Ｘ
は
子
と
の
社
会
的
な
関
係
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
〇
一
一
年
に
Ｙ
が
認
知

し
、
法
的
な
父
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
可
能
性
は
法
的
に
は
な
か
っ
た
。
⋮
生
物
学
上
の
父
子
関
係
の
存
否
に
関
す
る

検
査
は
父
子
関
係
の
認
知
手
続
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
法
的
な
親
の
地
位
に
就
く
Ｘ
の
利
益
は
、
十
分
に

保
護
さ
れ
て
い
た
。
以
前
判
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
異
な
り
、
二
〇
〇
二
年
に
出
生
し
た
子
に
つ
い
て
二
〇
一
一
年
に
Ｙ
が
認
知
す
る
ま
で
他

の
男
性
の
父
子
関
係
は
存
在
せ
ず
、
Ｘ
は
生
物
学
上
の
父
と
し
て
、
そ
の
時
点
ま
で
い
つ
で
も
法
的
な
父
と
し
て
の
地
位
を
母
や
第
三
者
に

よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
手
に
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
〇
一
二
年
の
父
子
関
係
の
否
認
ま
で
Ｘ
は
必

要
な
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
。
法
的
な
父
と
し
て
の
地
位
に
就
く
こ
と
は
、
二
〇
一
一
年
の
Ｙ
に
よ
る
認
知
ま
で
法
的
に
容
易
に
な
し
得
た

で
あ
ろ
う
。
Ｘ
は
、
そ
の
と
き
ま
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
五
九
四
条
、
一
五
九
二
条
二
号
に
よ
り
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
母

が
一
五
九
五
条
一
項
に
よ
る
同
意
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
Ｘ
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
〇
〇
条
ｄ
に
よ
り
裁
判
上
父
子
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
、
母
と
別
れ
た
あ
と
も
、Ｙ
に
よ
る
父
子
関
係
の
認
知
の
時
点
ま
で
な
お
Ｘ
に
可
能
で
あ
っ
た
。
Ｙ
に
よ
る
認
知
の
と
き
ま
で
、

社
会
的
家
族
的
関
係
は
、
裁
判
上
の
確
認
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
、
認
知
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
、
Ｘ
が
法
的
な
地
位
に
就
く
こ
と
の
障
害
に
な
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っ
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
〇
〇
条
二
項
の
否
認
の
み
を
排
除
し
、
父
子
関
係
の
裁
判
上
の
確
認

や
認
知
は
排
除
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
父
と
し
て
の
法
的
な
地
位
に
就
く
血
縁
上
の
父
の
利
益
を
さ
ら
に
保
護
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
要
請

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

本
件
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
〇
〇
条
二
項
の
適
用
に
異
議
を
申
し
立
て
る
Ｘ
の
抗
告
は
理
由
が
な
い
。﹂

　

⒞　

検
討

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
二
つ
の
決
定
は
、
否
認
の
時
点
で
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
一
方
で
、
生
物
学
上

の
父
と
子
と
の
間
に
も
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
し
た
事
案
で
あ
る
。
特
に
⑵
の
決
定
は
、
生
物
学
上
の
父
は
、
二
〇
〇
二
年
の
子
の
出

生
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
、
約
六
年
間
に
わ
た
り
子
と
生
活
し
、
別
居
後
も
面
会
交
流
に
よ
り
子
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
他
方
、
法

的
な
父
が
子
と
共
同
生
活
を
始
め
た
の
は
二
〇
一
一
年
以
降
で
あ
り
、
週
に
一
度
の
訪
問
が
開
始
し
た
二
〇
〇
九
年
か
ら
の
期
間
を
含
め
て

も
、
明
ら
か
に
生
物
学
上
の
父
と
の
関
係
の
方
が
長
期
間
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
生
物
学
上
の
父
と
子
と
の
関
係
を

考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
現
に
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
否
認
を
斥
け
た
。
そ
の
際
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
は
、
生
物
学
上
の
父
に
は
、
法
的
な
父
子
関
係
が
築
か
れ
る
以
前
に
い
つ
で
も
自
身
の
父
子
関
係
を
法
的
に
承
認
さ
せ
る
機

会
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
別
の
男
性
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
生
物
学
上
の

父
の
法
的
な
父
子
関
係
の
創
設
に
お
い
て
妨
げ
に
な
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
否
認
の
場
面
だ
け
で
あ
る
。
生
物
学
上
の
父
は
、
別
の
男
性
が

子
と
の
法
的
な
父
子
関
係
を
創
設
す
る
ま
で
、
母
の
同
意
を
得
て
、
あ
る
い
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
裁
判
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
父
子
関
係
を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑵
決
定
は
、
そ
の
点
を
指
摘
し
、
法
的
な
父
子
関
係
が
異
な
る
男
性
に
よ
っ
て
築
か
れ
、

そ
の
男
性
と
の
間
に
現
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
憲
法
上
も
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
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こ
れ
ま
で
の
下
級
審
裁
判
例
や
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
、
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
二
つ
の
決
定
を
概
観
す
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
い

て
父
子
関
係
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
必
ず
し
も
血
縁
だ
け
が
重
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
法
的

な
父
子
関
係
を
否
認
す
る
場
面
で
は
、
子
が
法
的
な
父
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
る
か
、
そ
の
関
係
が
今
後
も
継
続
す
る
ほ
ど
強
固
な
も

の
と
い
え
る
か
、
そ
の
関
係
を
壊
す
こ
と
が
子
に
影
響
を
与
え
る
か
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
権
導
入
の
契
機
と

な
っ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
決
定
で
は
、
法
的
な
父
の
変
更
に
よ
り
、﹁
子
は
、
従
来
の
家
族
共
同
体
が
存
続
す
る
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
の
父
親
を
失
い
、
新
し
い
父
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
父
子
関
係
の
法
律
上
の
変
動
は
、
確
か

に
血
縁
上
の
親
子
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
の
一
致
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
同
時
に
、
法
律
上
の
父
子
関
係
と
社
会
的
父
子
関
係
が
分
断

さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
婚
姻
に
よ
る
子
と
い
う
身
分
の
喪
失
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
う
る
。
こ
れ
は
、
子
に
新
た
な
適
応
を
要
求
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
子
は
心
的
葛
藤
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
﹂
と
判
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
法
律
上
の
親
子
関
係
と
社
会
的
家
族
的

関
係
の
齟
齬
は
様
々
な
衝
突
を
招
き
、
子
の
福
祉
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
立
法
者
は
、
現
に
あ
る
社
会
的
家
族

を
維
持
す
る
と
い
う
子
と
法
律
上
の
両
親
の
利
益
を
、
生
物
学
上
の
父
の
、
法
律
上
も
父
親
と
な
る
と
い
う
利
益
よ
り
優
先
さ
せ
、
一
六
〇

〇
条
に
お
い
て
、
生
物
学
上
の
父
に
法
的
な
父
子
関
係
の
否
認
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
憲
法
に
反
し
な
い
と
し
た
。
こ

こ
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
的
父
子
関
係
の
創
設
の
根
本
的
な
視
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
法
的
な
父
子
関
係
を
﹁
変
更
﹂
す
る
こ
と
は
、
子

に
も
そ
の
変
更
に
伴
っ
て
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
特
に
子
が
安
定
し
た
養
育
環
境
で
育
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
は
子
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
る
。
安
定
し
た
養
育
環
境
で
誰
に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
育
つ
こ
と
こ
そ
が
子
の
最
大
の
福
祉
だ
と
す
る
考
え
方
が

根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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法
的
な
親
子
関
係
の
認
定
に
あ
た
っ
て
、
血
縁
関
係
の
有
無
が
基
本
的
な
考
慮
要
素
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
血
縁

上
の
親
子
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
が
一
致
し
な
い
場
合
が
生
ず
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
二
〇
〇
四
年
改
正
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た

生
物
学
上
の
父
の
否
認
権
は
、
よ
り
一
層
血
縁
主
義
を
徹
底
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
改
正
法
は
、
血
縁
よ

り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
明
ら
か
に
し
た
。
法
的
な
父
と
子
の
間
の
社
会
的
家
族
的
関
係
の
不
存
在
の
要
件
は
、

他
の
否
認
権
者
に
は
な
く
、
生
物
学
上
の
父
の
み
に
設
け
ら
れ
た
要
件
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
現
に
形
成
さ
れ
た
家
族
と
し
て
の
結
付
き
を

保
護
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
家
族
の
中
で
成
長
し
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
結
付
き
は
破
壊
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
そ
れ
は
、
血
縁
に
優
先
す
る
。
慣
れ
親
し
ん
だ
社
会
的
家
族
的
関
係
の
中
で
、
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
成
長
す
る
こ
と
は
血
縁
よ
り
も
重

要
な
子
の
利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
法
的
な
父
と
子
と
の
社
会
的
家
族
的
関
係
は
、
基
本
法
上
も
法
的
な
父
と
同
様
に
保
護
さ
れ

る
は
ず
の
生
物
学
上
の
父
の
権
利
の
貫
徹
を
阻
む
。
換
言
す
る
と
、
こ
れ
が
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
血
縁
主
義
の
貫
徹
を
阻
む
限
界
と
さ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
改
正
法
が
用
い
た
﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
の
概
念
は
抽
象
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
規
定
さ
れ
た
解
釈
指
針

も
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
が
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
り
、
実
際
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
に
、

法
的
な
父
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
継
続
的
に
子
の
た
め
の
現
実
の
責
任
が
担
う
と
の
心
証
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
否
か
で

判
断
さ
れ
る
。
法
的
な
父
が
一
度
責
任
を
引
き
受
け
た
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
の
後
も
将
来
に
わ
た
っ
て
、
継
続
的
に
子
に
つ
い
て
の
責
任

を
担
う
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
継
続
的
で
、
安
定
的
な
関
係
が
認
め
ら
れ
て
初
め
て
、
社
会

的
家
族
的
関
係
が
血
縁
に
優
先
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
過
去
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
足
り
ず
、
否
認
の
時
点
で
存
在

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
保
護
さ
れ
る
の
は
、
現
に
形
成
さ
れ
て
い
る
家
族
と
し
て
の
結
付
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
護
す
る
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巻
二
号�

一
六
九

七
六
三

こ
と
が
子
の
福
祉
に
も
適
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
法
上
の
﹁
社
会
的
家
族
的
関
係
﹂
は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
父
母
の
婚
姻
や
共
同
生
活
が
な
い
場
合
で
も
責
任
の

引
受
け
が
推
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
い
か
な
る
関
係
が
あ
れ
ば
短
期
間
の
共
同
生
活
で
も
裁
判
官
に
将
来
に
わ
た
る
責
任
負

担
の
継
続
性
を
確
信
さ
せ
る
と
い
え
る
の
か
と
い
っ
た
点
は
、
な
お
裁
判
例
の
集
積
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
、
引
き
受
け

ら
れ
た
責
任
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
負
担
さ
れ
続
け
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ひ
と
え
に
裁
判
官
の
評
価
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
生
物

学
上
の
父
に
よ
る
否
認
の
場
面
で
だ
け
問
題
と
な
る
社
会
的
家
族
的
関
係
は
、
血
縁
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
関
係
で
は
あ
る
が
、
将
来
に
わ
た

る
永
続
性
が
血
縁
よ
り
も
不
明
確
な
関
係
で
あ
る
。
そ
こ
に
社
会
的
家
族
的
関
係
を
取
り
扱
う
こ
と
の
危
う
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

他
方
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
、
生
物
学
上
の
父
か
ら
の
否
認
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、

ド
イ
ツ
法
上
は
子
か
ら
の
否
認
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
は
成
年
に
達
し
た
後
も
、﹁
父
性
に
反
す
る
事
情
﹂
を
知
っ
た
時
か

ら
二
年
間
は
否
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
六
〇
〇
条
ｂ
三
項
）。
す
な
わ
ち
、
父
子
関
係
を
否
認
す
る
決
定
権
限
は
、
最
終
的
に
は
子

に
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
法
は
嫡
出
、
非
嫡
出
に
限
ら
ず
否
認
権
者
を
限
定
し
、

生
物
学
上
の
父
に
よ
る
否
認
に
対
し
て
は
、
子
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
血
縁
主
義
の
貫
徹
を
阻
み
、
他
の
否
認
権
者
に
比
べ
て
よ

り
厳
し
い
制
限
を
加
え
る
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
民
法
は
、
ま
ず
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
で
法
的
な
父
子
関
係
の

否
認
を
区
別
し
て
い
る
。
生
物
学
上
の
父
が
嫡
出
父
子
関
係
を
争
う
に
は
、
民
法
上
規
定
さ
れ
た
嫡
出
否
認
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
親
子
関

係
不
存
在
確
認
訴
訟
に
よ
る
し
か
な
い）
（（４
（

。
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
わ
が
国
で
は
、
法
改
正
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
嫡
出
推
定
の
排
除

と
い
う
解
釈
論
に
よ
っ
て
否
認
権
者
な
い
し
否
認
期
間
の
実
質
的
拡
大
が
図
ら
れ
て
き
た）
（（５
（

。
学
説
上
は
、様
々
な
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、

最
高
裁
は
、
平
成
二
六
年
七
月
一
七
日
判
決
に
お
い
て
外
観
説
を
維
持
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）
（（６
（

。
こ
の
判
決
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
依
拠

し
て
嫡
出
親
子
関
係
を
否
認
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
あ
く
ま
で
も
子
の
懐
胎
期
間
中
の
夫
婦
の
外
観
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
し
た
点
で
大
き
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〇

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
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否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
六
四

な
意
義
を
有
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
を
め
ぐ
る
現
実
の
親
子
関
係
は
判
決
の
結
論
を
左
右
す
る
要
素
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

認
知
に
よ
る
非
嫡
出
父
子
関
係
を
否
定
す
る
場
面
で
も
、
少
な
く
と
も
判
例
法
理
と
し
て
は
、
子
を
め
ぐ
る
現
実
の
親
子
関
係
に
注
意
が
払

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
を
め
ぐ
る
現
実
の
親
子
関
係
を
法
的
父
子
関
係
の
成
否
に
か
か
わ
る
要
素
と
し
て
持
ち
込
む
こ
と
の
難
し

さ
は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
法
の
現
状
を
見
て
も
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
血
縁
主
義
を
志
向
す
る
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
血
縁
主
義
の
貫
徹
を
阻

む
要
素
と
し
て
、
子
を
め
ぐ
る
現
実
の
親
子
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
法
制
を
考
え
る
上
で
も
一
つ
の
問
題
を
提
起
す

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
親
子
関
係
法
に
つ
い
て
は
、
否
認
権
者
の
拡
大
を
も
含
め
て）
（（７
（

、
改
正
に
関
す
る
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
あ
る
べ
き
親
子
関
係
法
を
考
え
る
う
え
で
、
ド
イ
ツ
の
動
向
と
対
比
し
つ
つ
、
法
的
な
親
子
関
係
の
形
成
を
め
ぐ
り
子
に
と
っ
て
守
ら

れ
る
べ
き
利
益
と
は
何
か
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

日
本
に
お
け
る
学
説
状
況
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
幹
朗
﹁
嫡
出
推
定
の
意
義
と
問
題
点
﹂
有
地
享
編
﹃
現
代
家
族
法
の
諸
問
題
﹄（
弘
文
堂
・
一
九
九
〇
年
）
二
六
五
頁
以
下

等
を
参
照
。
ま
た
、
嫡
出
否
認
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
、
認
知
無
効
の
比
較
と
問
題
点
に
関
し
て
は
、
水
野
紀
子
﹁
嫡
出
否
認
・
親
子
関
係
不
存
在
確
認
・
認
知
無
効
の
関
連
﹂

法
学
セ
ミ
ナ
︱
五
九
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
2
）　

野
沢
紀
雅
﹁
比
較
法
的
検
討－

ド
イ
ツ
﹂
社
会
と
法
二
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
三
頁
。

（
3
）　

三
宅
利
昌
﹁
血
縁
上
の
父
に
よ
る
法
律
上
の
父
子
関
係
の
否
定
に
つ
い
て－
ド
イ
ツ
に
お
け
る
血
縁
上
の
父
の
父
性
否
認
権
を
中
心
と
し
て－

﹂
創
価
法
学
三
四
巻
二
号
（
二

〇
〇
四
年
）
八
七
頁
、
八
八
頁
。

（
4
）　

本
稿
に
お
い
て
、﹁
生
物
学
上
﹂、﹁
血
縁
上
﹂、﹁
遺
伝
的
﹂
は
、
血
縁
関
係
は
あ
る
が
、
法
的
に
承
認
さ
れ
て
い
な
い
父
子
関
係
と
し
て
同
義
と
す
る
。

（
5
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
六
三
頁
。

（
6
）　

な
お
ド
イ
ツ
親
子
法
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
時
か
ら
の
改
正
経
緯
に
関
し
て
は
、
特
に
木
村
敦
子
﹁
法
律
上
の
親
子
関
係
の
構
成
原
理－

ド
イ
ツ
に
お
け
る
親
子
関
係
法
の
展
開
を

手
が
か
り
と
し
て－

（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）（
五
）（
六
）﹂
法
律
論
叢
一
六
七
巻
一
号
一
頁
、
二
号
二
二
頁
、
一
六
八
巻
六
号
一
頁
、
一
七
〇
巻
三
号
一
頁
、
一
七
四
巻
六
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六
八
巻
二
号�

一
七
一

七
六
五

号
三
〇
頁
（
二
〇
一
四
年
）、一
七
六
巻
四
号
一
頁
（
二
〇
一
五
年
）
を
中
心
に
、岩
志
和
一
郎
﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
家
族
法
改
正
の
動
向
﹂
白
鷗
法
学
八
号
一
六
一
頁
以
下
（
一

九
九
七
年
）、
岩
志
和
一
郎
﹁
ド
イ
ツ
の
新
親
子
法
（
上
）（
中
）（
下
）﹂
戸
籍
時
報
四
九
三
号
二
頁
以
下
、
四
九
五
号
一
七
頁
以
下
、
四
九
六
号
二
六
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）、

遠
藤
富
士
子
﹁
ド
イ
ツ
の
家
族
法
の
変
遷－

最
近
の
親
子
法
改
正
を
中
心
に
し
て－

﹂
ケ
ー
ス
研
究
二
五
六
号
三
二
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）、
ト
ビ
ア
ス
・
ヘ
ル
ム
ス
（
野

沢
紀
雅
＝
遠
藤
隆
幸
訳
）﹃
生
物
学
的
出
自
と
親
子
法－

ド
イ
ツ
法
・
フ
ラ
ン
ス
法
の
比
較
法
的
考
察
﹄（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）、D

ieter Schw
ab, 

F
am

ilienrecht, 17.A
ufl, B

eck C
. H

., 2009, S.234ff.

、
野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
五
二
頁
等
を
参
考
と
し
た
。

（
7
）　

木
村
敦
子
、
私
法
七
四
巻
、
一
九
〇
頁
（
二
〇
一
二
年
）。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
当
時
、
婚
姻
準
正
子
は
数
多
く
の
特
別
法
に
お
い
て
嫡
出
子
よ
り
も
不
利
に
扱
わ
れ
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
差
別
を
婚
姻
前
懐
胎
子
に
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
婚
姻
前
懐
胎
子
に
つ
い
て
も
準
正
子
で
は
な
く
、
嫡
出
子
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
準
正
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
八
年
七
月
一
日
の
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

（
8
）　

木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
六
七
巻
二
号
二
六
頁
、
二
七
頁
。

（
9
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
五
四
頁
。

（
10
）　Tobias H

elm
s, D

ie Stellung des potenziellen biologischen V
aters im

 A
bstam

m
ungsrecht, F

am
R

Z
 2010, S.1.

す
な
わ
ち
、
そ
の
性
質
上
、
非
嫡
出
子
と
実

父
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
結
果
と
な
る
結
び
つ
き
が
緊
密
な
関
係
に
な
る
の
は
極
め
て
わ
ず
か
な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
非
嫡
出
子
は
、
そ
の
父

と
血
族
関
係
に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
時
か
ら
、
非
嫡
出
法
ま
で
の
非
嫡
出
父
子
関
係
の
変
遷
に
関
し
て
詳
し
く
は
野
沢
紀
雅
﹁
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
非
嫡
出

父
子
関
係
の
変
遷－

一
八
九
六
年
民
法
か
ら
一
九
六
九
年
非
嫡
出
子
法
ま
で－

﹂
法
学
新
報
八
七
巻
七
・
八
号
一
五
一
頁
以
下
（
一
九
八
〇
年
）。

（
11
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
当
初
は
、
非
嫡
出
子
で
あ
る
子
に
つ
い
て
、
た
と
え
真
実
の
血
縁
関
係
と
一
致
し
て
い
な
く
と
も
、
嫡
出
子
と
し
て
扱
う
方
が
そ
の
子
の
利
益
に
適
う
と
の
考

え
方
が
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
そ
う
し
た
考
え
方
は
全
て
の
場
合
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
血
縁
関
係
の
な
い
夫
と
の
法
的
な
家
族
関
係
を
維
持
す
る
よ
り
も
、
否
認
し
、
身
分
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
の
親
に
対
し
扶
養
請
求
権
を
獲
得
す
る
こ

と
や
、
真
実
の
親
が
婚
姻
し
た
場
合
に
は
嫡
出
子
と
し
て
そ
の
家
族
に
入
る
可
能
性
を
獲
得
す
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
子
の
利
益
に
役
立
つ
と
の
考
え
が
主
張
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
子
自
身
に
も
否
認
権
を
認
め
る
こ
と
が
一
貫
し
て
提
案
さ
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
六
七
巻
二
号
三
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
12
）　

木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
六
七
巻
二
号
三
八
頁
。
具
体
的
に
は
、
夫
の
出
自
で
な
い
子
の
嫡
出
性
を
否
認
す
る
こ
と
を
常
に
可
能
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
子
の
真
実
の
出
自
を

明
ら
か
に
す
る
道
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
、
ま
た
、
夫
の
相
続
人
の
利
益
の
実
現
の
た
め
に
検
察
官
に
否
認
期
間
の

制
限
の
な
い
否
認
権
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
夫
の
否
認
期
間
の
起
算
点
が
、﹁
夫
が
子
の
出
生
を
知
っ
た
時
点
﹂
で
は
な
く
、﹁
夫
が
子
の
非
嫡
出
性
を
示
す
事
情
を
認
識

し
た
時
点
﹂
に
修
正
さ
れ
た
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
七
二

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
六
六

（
13
）　

木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
六
八
巻
六
号
二
頁
。

（
14
）　

木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
六
八
巻
六
号
八
頁
以
下
、
一
七
〇
巻
三
号
二
頁
以
下
。
一
九
六
一
年
の
﹁
家
族
法
の
規
定
の
統
一
と
改
正
の
た
め
の
法
律
﹂
に
よ
っ
て
、
国
家
社

会
主
義
時
代
に
導
入
さ
れ
た
検
察
官
の
否
認
権
が
﹁
検
察
官
は
、
家
族
の
私
的
な
領
域
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
﹂
等
の
理
由
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。
否
認
期
間
が
二
年
に
延
長

さ
れ
、
子
に
否
認
権
が
認
め
ら
れ
た
の
も
、
こ
れ
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
子
の
否
認
権
は
、
①
夫
が
否
認
権
を
喪
失
せ
ず
死
亡
し
た
場
合
、
ま
た
は
死
亡
宣
告
を
受
け
た
場
合
、

②
離
婚
・
婚
姻
の
取
消
し
・
婚
姻
の
無
効
宣
告
、
ま
た
は
三
年
以
上
別
居
が
継
続
し
婚
姻
共
同
体
の
回
復
の
見
込
み
が
な
い
と
き
、
③
母
が
生
み
の
親
で
あ
る
男
性
と
婚
姻
し

た
場
合
、
④
夫
の
不
道
徳
な
生
活
行
状
等
の
あ
る
場
合
、
⑤
夫
に
重
い
遺
伝
性
疾
患
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
①
～
③
の
場
合
に
は
否
認
要
件
に
あ
た
る
事
実
を
知
っ
た
時
か
ら

二
年
以
内
に
限
っ
て
、
④
⑤
は
否
認
期
間
な
し
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
検
察
官
の
否
認
権
を
廃
止
す
る
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
夫
が
死
亡
す
る
ま
で
子
の
出
生
を
知
ら
な
い

場
合
、
ま
た
は
夫
が
否
認
権
を
行
使
し
な
い
ま
ま
、
子
が
出
生
し
て
か
ら
二
年
以
内
に
死
亡
し
た
場
合
に
限
っ
て
夫
の
親
に
否
認
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

子
の
身
分
を
で
き
る
限
り
早
期
に
確
定
す
る
た
め
に
、
こ
の
場
合
の
否
認
期
間
は
通
常
よ
り
短
く
、
親
の
一
方
が
夫
の
死
亡
と
子
の
出
生
を
知
っ
た
時
か
ら
六
カ
月
以
内
と
さ

れ
て
い
た
（
夫
の
親
の
否
認
権
は
一
九
九
七
年
改
正
法
に
よ
り
削
除
）。
そ
の
他
一
九
六
一
年
法
は
、
子
が
出
生
し
て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
場
合
に
は
否
認
を
許
さ
な
い

こ
と
と
し
、
除
斥
期
間
を
新
設
し
た
（
除
斥
期
間
は
、
一
九
六
九
年
の
非
嫡
出
子
法
改
正
の
際
に
削
除
）。

（
15
）　

木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
七
〇
巻
三
号
九
頁
以
下
。
た
だ
し
、
子
の
嫡
出
性
を
否
認
す
る
こ
と
は
母
の
利
益
に
も
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
母
に
は
子
の
否
認
権

に
参
与
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
た
。

（
16
）　A

nerkennung

は
日
本
の
認
知
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、以
下
認
知
と
表
記
す
る
。
認
知
に
は
、子
の
同
意
の
み
を
要
し
、法
定
保
護
人
と
し
て
の
少
年
局
（Jungendam

t

）

が
承
諾
権
を
有
し
て
い
た
。

（
17
）　V

aterschaftsfeststellung

は
、
母
の
婚
姻
の
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
認
知
に
基
づ
く
父
子
関
係
の
な
い
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
子
の
み
な
ら
ず
、
血
縁
上
の
父
も

申
立
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
日
本
の
裁
判
上
の
認
知
請
求
と
は
異
な
る
。

（
18
）　

こ
れ
は
、
日
本
法
で
は
、
血
縁
関
係
と
の
不
一
致
に
よ
る
認
知
無
効
に
相
当
す
る
。

（
19
）　

認
知
者
は
、
自
己
の
父
性
に
反
す
る
事
情
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
（
旧
一
六
〇
〇
条
ｈ
一
項
、
二
項
）、
母
は
認
知
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
（
同
条
四
項
）、
子
自
身
は
、
認

知
の
存
在
と
認
知
が
父
性
に
反
す
る
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
二
年
（
旧
一
六
〇
〇
条
ｉ
。
認
知
が
母
と
認
知
者
と
の
婚
姻
に
連
動
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
離
婚
な
い
し
破

綻
的
別
居
後
二
年
間
は
な
お
子
か
ら
の
認
知
取
消
が
可
能
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
五
七
頁
、
岩
志
・
前
掲
注
（
5
）
戸
籍
時
報
四
九
三

号
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
20
）　

一
九
九
七
年
改
正
法
に
関
し
て
は
、
野
沢
紀
雅
﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
性
否
認
訴
訟
の
手
続
原
則
と
﹁
生
物
学
上
の
父
﹂
の
否
認
権
﹂
石
川
敏
行
ほ
か
編
著
﹃
共
演　

ド
イ
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）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
七
三

七
六
七

ツ
法
と
日
本
法
﹄（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
五
頁
以
下
の
ほ
か
、
野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
五
二
頁
、
遠
藤
・
前
掲
注
（
6
）
三
五
頁
以
下
、
岩
志
・
前
掲
注

（
6
）　

戸
籍
時
報
四
九
三
号
二
頁
以
下
に
詳
し
く
、
本
稿
も
以
上
の
文
献
を
参
照
し
た
。
一
九
九
七
年
改
正
の
あ
と
、
二
〇
〇
二
年
に
人
工
授
精
の
場
合
に
お
け
る
否
認
制
限

が
規
定
さ
れ
た
（
二
〇
〇
二
年
四
月
九
日
﹁
子
ど
も
の
権
利
改
善
法
﹂）
が
、
こ
の
点
は
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

（
21
）　

木
村
・
前
掲
注
（
7
）
一
九
三
頁
。

（
22
）　

木
村
・
前
掲
注
（
7
）
一
九
三
頁
。
そ
の
他
の
改
正
の
背
景
と
し
て
、
遠
藤
・
前
掲
注
（
6
）
三
五
頁
や
岩
志
・
前
掲
注
（
6
）　

戸
籍
時
報
四
九
三
号
四
頁
～
五
頁
で
は
、

ド
イ
ツ
の
再
統
一
に
よ
り
、
法
の
不
統
一
を
是
正
す
る
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
一
九
九
一
年
に
発
効
し
た
﹁
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
﹂
に
批
准
し
た
こ
と
等
も
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
23
）　

こ
の
部
分
に
関
し
て
も
、
旧
規
定
で
は
、
婚
姻
中
お
よ
び
婚
姻
解
消
後
三
〇
二
日
以
内
に
出
生
し
た
子
を
嫡
出
子
と
し
て
い
た
が
（
旧
一
五
九
一
条
一
項
一
文
、
一
五
九
二

条
一
項
）、
離
婚
に
一
定
期
間
の
別
居
を
要
す
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
離
婚
後
に
出
生
し
た
子
が
前
夫
の
夫
の
子
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
、
改
正
に
よ
り
婚
姻
中
出

生
子
に
限
定
さ
れ
た
。

（
24
）　

血
縁
関
係
と
一
致
し
な
い
認
知
は
有
効
と
さ
れ
る
た
め
、
無
効
確
認
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
親
子
関
係
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
否
認
制
度
を
用
い
る

こ
と
と
な
る
。
認
知
の
意
思
表
示
も
同
意
も
公
的
に
認
証
さ
れ
た
文
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
五
九
七
条
一
項
）。

（
25
）　

こ
れ
ま
で
は
、
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
懐
胎
期
間
中
に
お
け
る
母
と
の
同
衾
に
よ
る
父
子
関
係
推
定
（
旧
一
五
九
一
条
）
と
、
非
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
認
知
取
消
訴
訟
に
お
け

る
認
知
者
の
父
子
関
係
推
定
（
旧
一
六
〇
〇
条
ｍ
）
と
し
て
異
な
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
本
化
に
と
も
な
い
、
否
認
訴
訟
に
お
い
て
は
、
子
は
出
生
時
に
母
の

夫
も
し
く
は
認
知
者
か
ら
の
出
自
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
（
一
六
〇
〇
条
ｃ
）、
原
告
は
こ
れ
に
つ
い
て
反
対
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
否
認
訴
訟
の
手
続
原
則
等

に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
、
野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
六
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
26
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
七
四
頁
。
な
お
、
こ
の
期
間
は
子
の
出
生
前
に
進
行
を
開
始
す
る
こ
と
は
な
い
（
一
六
〇
〇
条
ｂ
一
項
お
よ
び
二
項
一
文
）。

（
27
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
七
四
頁
。
こ
れ
は
、
成
年
に
達
す
る
ま
で
に
法
定
代
理
人
が
適
時
の
否
認
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
子
の
否
認
期
間
を
、
成
年
に
達
し
て
か
ら
二
年

以
内
に
制
限
し
て
い
た
旧
一
五
九
六
条
二
項
が
基
本
法
二
条
一
項
及
び
一
条
一
項
に
反
し
違
憲
と
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
一
年
五
月
七
日
決
定
を
受
け
た
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
、
成
年
に
達
し
て
か
ら
二
年
以
上
経
っ
た
子
も
父
子
関
係
を
否
認
で
き
る
こ
と
が
明
文
で
認
め
ら
れ
た
。
岩
志
・
前
掲
注
（
6
）
戸
籍
時
報
四
九
三
号
四
頁
、
八
頁

も
参
照
。

（
28
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
七
四
頁
。
こ
の
規
定
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
親
子
関
係
を
不
確
定
な
も
の
と
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
、
子
の
自
己
の
血
統
を
知
る
権
利
を

尊
重
す
る
結
果
認
め
ら
れ
た
（
岩
志
・
前
掲
注
（
6
）
戸
籍
時
報
四
九
三
号
八
頁
）。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
七
四

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
六
八

（
29
）　B

T-D
rucks.13/4899, S58.

（
30
）　B

V
erfG

E108, 82=
F

am
R

Z2003,S816=
N

JW
2003, S2151.

な
お
、
二
〇
〇
三
年
決
定
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
改
正
に
関
す
る
概
要
を
解
説
す
る
論
考
と
し
て
三
宅
・
前
掲

注
（
3
）
八
五
頁
以
下
、
松
倉
耕
作
﹁
ド
イ
ツ
の
新
し
い
（
嫡
出
）
否
認
権
法
﹂
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
レ
ビ
ュ
ー
三
号
九
三
頁
以
下
（
二
〇
〇
五
年
）、
野
沢
・
前
掲
注

（
20
）
二
九
三
頁
以
下
が
あ
る
。

（
31
）　B

V
erfG

E
, F

am
R

Z1995, S789ff. 

子
の
母
ま
た
は
そ
の
夫
に
よ
る
非
嫡
出
子
の
養
子
に
つ
い
て
、
生
物
学
上
の
父
の
同
意
を
要
せ
ず
、
父
の
利
害
を
慎
重
に
考
慮
す
る
こ

と
す
ら
予
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
。

（
32
）　

す
で
に
、
生
物
学
上
の
父
の
否
認
権
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
木
村
・
前
掲
注
（
6
）
一
六
七
巻
二
号
三
九
頁
に
お
い
て
国
家
社
会
主
義
の
時
代
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
七
年
改
正
前
後
に
お
け
る
学
説
状
況
に
関
し
て
は
、
野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
九
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
33
）　B

T-D
rucks.13/4899, S58.

（
34
）　

本
決
定
で
は
、
生
物
学
上
の
父
の
否
認
権
と
（1B

vR1704/01

）、
子
と
の
面
会
交
流
権
（1B

vR1493/96

）
に
関
す
る
二
つ
の
憲
法
異
議
に
対
す
る
判
断
が
な
さ
れ
た
。
し

か
し
、
本
稿
で
は
生
物
学
上
の
父
と
子
の
間
の
面
会
交
流
権
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
面
会
交
流
に
か
か
わ
る
記
述
は
割
愛
す
る
。

（
35
）　O

L
G

 K
öln, F

am
R

Z2002, S.480.

（
36
）　B

G
H

, F
am

R
Z1999, S.716.

（
37
）　

よ
り
詳
細
な
判
決
内
容
は
三
宅
・
前
掲
注
（
3
）
九
二
頁
以
下
を
参
照
。
本
稿
も
こ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
38
）　

そ
の
後Z

P
O640

条h2

項
はF

am
F

G182

条1

項
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

（
39
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
六
一
頁
。

（
40
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
六
一
頁
。

（
41
）　

そ
の
後
、
官
庁
に
よ
る
否
認
が
五
号
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
三
項
に
定
め
ら
れ
て
い
た
内
容
は
現
行
法
四
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
九
七
頁
。

（
43
）　

B
T-D

rucks 15/2253, S9.11.

（
44
）　

後
述
の
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
七
月
三
〇
日
判
決
は
、
申
立
人
に
よ
っ
て
申
述
さ
れ
た
客
観
的
な
事
実
の
み
を
検
証
し
、
当
事
者
の
主
張
し
な
い
こ
と
に
は
職
権
探

知
主
義
は
及
ば
な
い
と
判
示
し
た
。

（
45
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
度
目
の
訴
訟
で
否
認
者
が
社
会
的
家
族
的
関
係
の
欠
如
の
立
証
に
失
敗
し
、
そ
の
後
、
期
間
内
に
社
会
的
家
族
的
関
係
の
状
況
が
変
化
し
た
場
合
、
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六
八
巻
二
号�

一
七
五

七
六
九

異
な
る
訴
訟
物
が
存
在
す
る
と
考
え
、
新
た
な
否
認
が
許
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。（
法
律
上
の
父
に
よ
る
否
認
の
場
合
に
は
、
か
つ
て
棄
却
さ

れ
た
決
定
は
、
新
た
な
否
認
の
障
害
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。）
詳
し
く
は
、M

ünchner B
G

B
, 2012, M

arina W
ellenhofer,§

1600, R
n8

お
よ
びM

arina 

W
ellenhofer, D

er E
uropäische G

erichtshof für M
enschenrechte und das V

aterschaftsanfechtung des leiblichen V
ater, F

am
R

Z2012, 832

参
照
。
後
述

の
、O

L
G

 F
rankfurt, F

am
R

Z2007, 1675. 

で
は
、
否
認
権
は
復
活
し
な
い
点
に
新
し
い
規
定
の
目
的
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

（
46
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
九
七
頁
。

（
47
）　W

ellenhofer, a.a.O
. （F

n45

）, R
n8.

（
48
）　W

ellenhofer, a.a.O
. （F

n45

）, R
n8.

（
49
）　B

T-D
rucks.15/2253, S.9.11.

（
50
）　

三
宅
・
前
掲
注
（
3
）
一
〇
四
頁
。

（
51
）　Tobias H

elm
s, a.a.O

. （F
n.10

）, S2.

（
52
）　G

.B
rühl, D

ie A
nfechtung der E

helichkeit ab 1.1.1962, F
am

R
Z

 1962, 10.

（
53
）　

木
村
・
前
掲
注
（
7
）
一
九
三
頁
。

（
54
）　B

G
H

,F
am

R
Z1981, 538ff.

婚
姻
に
よ
る
法
的
な
父
子
関
係
の
存
在
す
る
子
に
つ
い
て
、
生
物
学
上
の
父
が
自
身
と
の
父
子
関
係
の
法
的
な
確
認
を
裁
判
所
に
求
め
た
事
案

で
あ
る
。

（
55
）　B

G
H

, F
am

R
Z1999, 716ff.

認
知
に
よ
る
法
的
な
父
の
存
在
す
る
娘
に
つ
い
て
、生
物
学
上
の
父
が
自
身
と
の
父
子
関
係
の
法
的
な
確
認
を
裁
判
所
に
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

（
56
）　

木
村
・
前
掲
注
（
7
）
一
九
五
頁
。

（
57
）　

木
村
・
前
掲
注
（
7
）
一
九
六
頁
。

（
58
）　

現
在
、
立
法
当
時
三
項
だ
っ
た
規
定
は
、
四
項
に
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
前
掲
注
41
参
照
。

（
59
）　

例
え
ば
、ラ
ウ
シ
ャ
ー（T

hom
as R

auscher

）は
、﹁
内
実
を
伴
っ
て
い
な
い
婚
姻（
仮
装
婚
）や
夫
婦
の
別
居
の
場
合
に（
否
認
が
）成
功
す
る
だ
ろ
う
﹂と
述
べ（Staudinger 

T
hom

as R
auscher, B

G
B

, 2011,§
1589-1600d, R

n42.

）、
ヴ
ェ
ル
ン
ホ
フ
ァ
ー
も
﹁
否
認
者
は
、
仮
装
婚
で
あ
る
こ
と
、
婚
姻
関
係
が
形
骸
化
し
て
い
る
こ
と
、
両
親

が
別
居
し
て
い
る
こ
と
、
見
せ
か
け
の
父
が
決
し
て
子
の
面
倒
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
今
で
は
も
う
子
の
面
倒
を
見
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
を
証
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
規
定
の
想
定
は
反
証
し
得
る
。
両
親
の
婚
姻
が
今
で
は
解
消
さ
れ
て
い
る
時
は
、
も
う
規
定
の
想
定
は
適
用
さ
れ
な
い
﹂
と
述
べ
て
い

る
（W

ellenhofer, a.a.O
. 

（F
n45

）, R
n11.

）。
ま
た
、
後
述
のB

G
H

,F
am

R
Z2007, S.541.

で
は
、﹁
婚
姻
が
法
的
な
両
親
と
子
と
の
間
で
形
式
的
に
だ
け
存
在
（
た
と
え
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
二
号�

一
七
六

ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
子
関
係
の
成
否
と
社
会
的
家
族
的
関
係

七
七
〇

ば
仮
装
婚
）し
、そ
れ
ゆ
え
に
否
認
権
の
排
除
を
こ
の
基
準
だ
け
で
は
正
当
化
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
場
合
﹂に
お
い
て
は
反
証
し
う
る
こ
と
が
判
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

否
認
者
に
と
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
外
観
的
な
状
況
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
裁
判
所
の
職
権
調
査
の
対
象
と
な
り
得
る
た
め
、
否
認
者
が
推
定
規
定
を
覆
す
こ
と
も
実
際

上
不
可
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

　
　
　

ビ
ュ
ッ
ト
ヌ
ル
（H

elm
ut B

üttnur

）
も
、﹁
仮
装
婚
ま
た
は
夫
婦
の
別
居
の
場
合
に
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
が
原
則
と
し
て
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
が
、﹁
子

の
母
と
法
的
な
父
が
婚
姻
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
家
族
的
関
係
は
必
ず
し
も
存
在
す
る
と
は
言
え
な
い
﹂
た
め
、
否
認
者
は
婚
姻
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
う
る
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
る
。（H

elm
ut B

üttnur, D
E

R
 B

IO
L

O
G

ISC
H

E
 （G

E
N

E
T

ISC
H

E

） VA
T

E
R

 U
N

D
 

SE
IN

E
 R

E
C

H
T, F

S Schw
ab, 2005, S.738.

）

（
60
）　R

auscher, a.a.O
. （F

n.59
） 2010, R

n46.

（
61
）　

二
〇
〇
三
年
六
月
の
連
邦
政
府
に
よ
る
討
議
草
案
の
段
階
で
は
、
少
な
く
と
も
六
カ
月
の
同
居
が
要
件
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
草
案
で
削
除
さ
れ
、
実
務
の
解
釈
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。V

gl.B
T-D

rucksache15/2253, S.11.

（
62
）　

た
と
え
ば
、後
述
のO

L
G

, F
rankfurt2007, 1674

で
は
、一
年
間
の
法
的
な
父
母
と
子
と
の
共
同
生
活
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
比
較
的
長
期
間
の
共
同
生
活
を
容
認
し
て
お
り
、

ヴ
ェ
ル
ン
ホ
フ
ァ
ー
は
こ
の
判
決
を
引
用
し
、﹁
六
カ
月
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
時
間
は
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
際
、

し
ば
し
ば
既
に
比
較
的
長
期
間
と
言
わ
れ
る
。
一
六
八
五
条
二
項
に
よ
る
面
会
交
流
の
際
に
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
最
近
の
一
年
を
前
提
に
し
て
い
る
。﹂
と
し
、
こ
れ
に
同
意
し
て

い
る
。W

ellenhofer, a.a.O
. （F

n.45

）, R
n4.

（
63
）　B

üttnur, a, a, O
. （F

n59

）, S.739.

ま
た
、
ビ
ュ
ッ
ト
ヌ
ル
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
を
、
現
在
の
子
の
世
界
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
関
係
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か

ら
検
討
し
、
子
の
世
界
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
に
は
、
家
族
的
な
共
同
体
が
終
了
し
て
い
て
も
、
な
お
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
し
得
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
と
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
間
家
族
的
な
共
同
体
の
終
了
し
て
い
る
場
合
で
も
な
お
、
子
と
父
の
間
に
何
ら
か
の
交
流
が
あ
る
と
き
に
は
、
子
の
世
界
に
影
響
を

与
え
て
い
る
と
言
い
得
る
と
評
価
す
る
。

（
64
）　

ラ
ウ
シ
ャ
ー
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
む
し
ろ
、
母
の
否
認
権
に
関
し
て
規
定
す
る
一
六
〇
〇
条
ｂ
一
項
に
対
す
る
立
法
者
の
評
価
が
手
掛
か
り
に
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述

べ
る
。
ま
た
、
規
定
の
推
定
を
働
か
せ
る
よ
う
な
長
期
間
の
共
同
生
活
は
、
例
え
ば
、
少
な
く
と
も
二
年
の
家
族
的
な
子
と
の
共
同
体
の
存
在
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
と
も
述
べ
、

﹁
認
知
者
と
の
父
子
関
係
が
子
の
出
生
後
直
ち
に
生
物
学
上
の
父
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
る
全
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
推
定
は
働
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

に
お
い
て
生
物
学
上
の
父
が
遅
滞
な
く
否
認
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
﹂
と
も
述
べ
て
い
る
。R

auscher, a.a.O
. （F

n.59

） 2010, R
n46b.

（
65
）　W

ellenhofer, a.a.O
. （F

n45

）, R
n14.
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六
八
巻
二
号�

一
七
七

七
七
一

（
66
）　W

ellenhofer, a.a.O
. （F

n45

）, R
n14.

（
67
）　B

G
H

, F
am

R
Z2007, 538ff.

以
降
こ
の
判
決
で
示
さ
れ
た
引
受
け
と
負
担
の
考
え
方
は
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
68
）　

原
文
で
は
三
項
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
行
法
上
四
項
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
も
原
文
上
三
項
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
全
て
四
項
に
訂
正
し
て
い
る
。

（
69
）　

③
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
二
月
一
三
日
判
決
に
お
い
て
、
法
的
な
父
子
関
係
の
変
更
を
目
的
と
し
な
い
出
自
の
確
認
に
関
す
る
法
的
な
手
続
き
の
導

入
が
命
じ
ら
れ
た
（F

am
R

Z2007, 441.

）。
こ
れ
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
三
月
二
六
日
付
け
で
出
自
解
明
請
求
権
が
導
入
さ
れ
た
。

（
70
）　

生
物
学
上
の
父
が
法
的
な
父
子
関
係
を
否
認
す
る
際
に
は
、
自
身
が
母
の
懐
胎
期
間
中
に
性
的
関
係
を
持
っ
た
こ
と
を
宣
誓
に
代
え
て
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
は
、
保
証
が
不
実
で
あ
る
場
合
の
刑
事
罰
と
あ
わ
せ
て
無
関
係
な
男
性
に
よ
る
否
認
を
阻
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
た
と
え
刑
事
罰
が
規
定
さ
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
保
証
が
不
実
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
、
実
際
に
は
不
可
能
に
近
い
（H

elm
ut B

üttnur,a.a.O
. （F

n.59

）, S.737.

）。
ま
た
、
処
罰
を
恐
れ
て
い
な
い
男
性
や
、

刑
事
訴
訟
の
手
続
に
よ
り
滞
在
期
間
が
延
長
す
る
こ
と
を
望
む
男
性
が
、
母
と
友
好
的
な
接
触
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
否
認
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

宣
誓
に
代
わ
る
保
証
で
は
上
記
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い
と
の
批
判
も
存
在
す
る
（H

elm
ut B

üttnur,a.a.O
. （F

n.59

）, S.737.

）。

（
71
）　

Ｘ
は
、﹁
規
定
の
前
半
部
分
で
は
例
え
ば
子
の
利
害
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
夫
と
母
の
間
の
形
式
上
の
婚
姻
を
基
準
に
し
て
い
る
。﹂
ま
た
、﹁
二
年
の

否
認
期
間
に
関
連
し
て
、
子
の
母
の
婚
姻
が
、
子
の
二
歳
と
な
る
年
齢
を
超
え
て
少
な
く
と
も
形
式
上
存
続
し
て
い
た
場
合
、
た
と
え
、
婚
姻
お
よ
び
、
ま
た
は
子
と
の
法
的

な
父
の
間
の
社
会
的
家
族
的
関
係
が
否
認
期
間
の
経
過
の
あ
と
で
壊
れ
た
と
し
て
も
、
否
認
権
は
復
活
せ
ず
、
夫
の
父
子
関
係
に
反
す
る
事
情
を
は
じ
め
か
ら
知
っ
て
い
た
生

物
学
上
の
父
は
、
常
に
否
認
を
拒
ま
れ
る
と
い
う
結
果
が
導
か
れ
る
。
⋮
し
た
が
っ
て
、
一
六
〇
〇
条
の
新
規
定
は
相
対
す
る
利
害
に
つ
い
て
憲
法
上
求
め
ら
れ
る
考
慮
を
欠

い
て
い
る
。﹂
と
し
て
上
告
し
た
。

（
72
）　B

G
H

, F
am

R
Z2008, 1821ff. 

本
判
決
で
は
原
告
た
る
生
物
学
上
の
父
が
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
の
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
を
裏
付
け
る
被
告
側
か
ら
の
主
張
を
知

ら
な
い
と
主
張
し
て
争
っ
た
が
、
た
と
え
原
告
に
、
子
と
法
的
な
父
と
の
状
況
を
認
識
し
え
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
知
ら
な
い
と
主
張
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
な
ぜ
認
識
し
え
な
い
の
か
、
そ
の
原
因
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
否
認
者
は
、
社
会
的
家
族
的
関
係
の
存
在
の
推
定
を
覆
す

よ
う
な
事
情
や
、
職
権
探
知
主
義
を
働
か
せ
る
た
め
に
十
分
な
客
観
的
事
情
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
も
し
責
任
の
継
続
的
な
負
担
を
否
定
す
る
明
白
な
根
拠
も
事
情

も
述
べ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
さ
ら
な
る
職
権
調
査
な
し
に
引
き
受
け
ら
れ
た
責
任
が
今
後
も
負
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
う
る
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
　
　

た
だ
し
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
母
と
法
的
な
父
が
別
居
し
て
い
な
い
限
り
、
法
的
な
父
と
子
と
の
関
係
を
生
物
学
上
の
父
が
認
識
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、

実
際
の
父
子
関
係
を
解
決
す
る
た
め
に
少
年
局
の
介
入
に
よ
る
職
権
調
査
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
詳
し
く
はH

erbert G
eisler, jurisP

R
-

B
G

H
Z

ivilR
 21/2008 anm

.1.
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（
73
）　O

L
G

 F
rankfurt, F

am
R

Z2007, S.1674f.
（
74
）　

ま
た
、﹁
子
の
福
祉
と
母
の
利
益
に
お
い
て
、
子
の
権
利
と
母
の
権
利
は
法
的
な
父
の
権
利
と
同
程
度
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
個
々
の
事
例
で
、
子
が
ど
の
程
度

法
的
な
父
と
親
密
で
保
護
す
べ
き
関
係
を
築
い
た
か
が
判
断
さ
れ
る
べ
き
﹂
と
も
判
示
さ
れ
て
い
る
。

（
75
）　

O
L

G
 Stuttgart, F

am
R

Z2008, S.629.

（
76
）　O

L
G

 B
urem

en, F
am

R
Z2010, S.1821f.

（
77
）　K

G
,F

am
R

Z2012, S.1739f.

（
78
）　O

L
G

 K
arlsruhe, F

am
R

Z2010, S.1174ff.

（
79
）　O

L
G

 D
üsseldorf, F

am
R

Z2013, 1825.

（
80
）　A

G
 H

erford, F
am

R
Z2008, S1270f.

（
81
）　O

L
G

 B
rem

en, F
am

R
Z2013, S.1824 ff.

（
82
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
九
七
頁
。

（
83
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
20
）
二
九
七
頁
。

（
84
）　

三
宅
・
前
掲
注
（
3
）
一
〇
三
頁
。

（
85
）　

B
T-D

rucks.15/2253, S.9, S.11.

（
86
）　

ヘ
ル
ム
ス
は
、﹁
法
的
な
責
任
の
引
受
け
が
、
法
的
な
父
と
母
の
関
係
が
存
続
す
る
限
り
で
の
み
法
的
な
父
子
関
係
の
枠
内
で
望
ま
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
は
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
生
物
学
上
の
父
と
の
遺
伝
的
な
結
び
つ
き
は
、
子
の
運
命
に
対
す
る
永
続
的
な
利
益
お
よ
び
、
そ
れ
と
同
時
に
確
実
な
関
係
の
継
続
性
と
安
定
性
を
約
束
す
る
﹂
と

指
摘
し
、
ハ
ー
ガ
ー
も
﹁
子
の
出
生
か
ら
既
に
二
年
が
経
っ
て
い
る
と
、
子
と
の
法
的
な
関
係
を
結
ぶ
血
縁
上
の
父
の
た
め
の
い
ず
れ
の
機
会
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
母
と

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
短
期
間
で
別
れ
、
そ
し
て
以
前
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
子
に
対
す
る
ど
ん
な
利
益
も
な
く
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹂
と
述
べ
て
い
る
。（
第
四
章
参
照
）

（
87
）　Tobias H

elm
s, a.a.O

. （F
n.10

）, S6, 7.

（
88
）　Tobias H

elm
s, a.a.O

. （F
n.10

）, S6.

（
89
）　

ヘ
ル
ム
ス
は
、﹁
法
的
な
責
任
の
引
受
け
が
、
法
的
な
父
と
母
の
関
係
が
存
続
す
る
限
り
で
の
み
法
的
な
父
子
関
係
の
枠
内
で
望
ま
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
は
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
生
物
学
上
の
父
と
の
遺
伝
的
な
結
び
つ
き
は
、
子
の
運
命
に
対
す
る
永
続
的
な
利
益
お
よ
び
、
そ
れ
と
同
時
に
確
実
な
関
係
の
継
続
性
と
安
定
性
を
約
束
す
る
﹂
と

指
摘
す
る
。（Tobias H

elm
s,a.a.O

. （F
n.10

）, S6.

）
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一
七
九
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三

（
90
）　

こ
の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
五
九
八
条
ａ
に
よ
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
血
縁
解
明
手
続
き
の
導
入
に
際
す
る
議
論
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
の
法
律
家
は
、
生
物
学
上
の
父
を

子
の
真
の
父
と
見
な
す
こ
と
を
新
た
に
提
示
し
た
と
述
べ
て
い
る
。（Tobias H

elm
s, a.a.O

. （F
n.10

）, S4.

）

（
91
）　Tobias H

elm
s, a.a.O

. （F
n.10

）, S7.

（
92
）　Johannes H

ager, D
er rechtliche und D

er leibliche V
ater, F

S Schw
ab, 2005, S.774.

母
と
法
的
な
父
が
婚
姻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
然
に
生
物
学
上
の
父
の
否

認
権
を
制
限
す
る
の
は
疑
問
で
あ
り
、
子
が
嫡
出
子
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
、
子
の
福
祉
に
適
う
と
言
え
て
初
め
て
、
生
物
学
上
の
父
の
基
本
権
の
制
限
は
正
当
と
言
え
る

と
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
母
と
法
的
な
父
が
婚
姻
関
係
に
な
い
場
合
に
は
否
認
権
の
制
限
に
よ
り
慎
重
な
考
慮
が
必
要
と
す
る
。

（
93
）　
﹁
子
の
出
生
か
ら
既
に
二
年
が
経
っ
て
い
る
と
、
子
と
の
法
的
な
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
血
縁
上
の
父
の
た
め
の
い
ず
れ
の
機
会
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
母
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
が
短
期
間
で
別
れ
、
そ
し
て
以
前
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
子
に
対
す
る
ど
ん
な
利
益
も
な
く
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
。（Johannes H

ager, 

a.a.O

（F
n92

）, S.777.

）

（
94
）　

ハ
ー
ガ
ー
は
、
子
が
出
生
し
た
後
に
母
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
認
知
が
行
わ
れ
得
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
男
性
が
子
の
母
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
滞
在
許
可
（
ビ

ザ
）
を
取
得
さ
せ
る
た
め
に
子
を
認
知
す
る
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
男
性
が
、
国
外
退
去
を
迫
ら
れ
て
い
る
母
親
に
滞
在
許
可
を
得
さ
せ
る
た
め
に
、
母
か
ら
金
銭
を
受

領
す
る
代
わ
り
に
そ
の
子
を
認
知
す
る
）
と
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
問
題
視
し
て
い
る
。（Johannes H

ager, a.a.O
. （F

n.92

）, S.776.

）

（
95
）　

た
だ
し
、
無
関
係
の
第
三
者
に
よ
る
父
子
関
係
の
認
知
を
、
母
が
同
意
権
を
与
え
な
い
こ
と
に
よ
り
阻
止
す
る
こ
と
は
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
母
の
否
認
権
は
、
無
関
係
の
第
三
者
の
認
知
を
阻
止
す
る
方
向
で
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
立
場
で
あ
る
。（Johannes H

ager, a.a.O
. （F

n.92

）, S.776.

）

（
96
）　H

elm
ut B

üttnur, a.a.O
. （F

n59

） S.739.

（
97
）　H

elm
ut B

üttnur, a.a.O
. （F

n59

） S.737.

（
98
）　

具
体
的
に
母
の
利
益
と
し
て
は
、﹁
母
が
養
育
権
を
生
物
学
上
の
父
と
分
か
ち
合
う
こ
と
を
望
ま
な
い
と
い
う
場
合
に
、
こ
れ
を
無
視
し
て
良
い
の
か
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と

も
に
生
活
し
て
い
な
い
女
性
は
、
一
般
的
に
婚
姻
関
係
に
あ
る
女
性
や
、
父
と
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
生
活
し
て
い
る
女
性
よ
り
も
保
護
に
値
し
な
い
の
か
。
社

会
的
家
族
的
関
係
を
失
う
こ
と
は
、
今
や
、
生
物
学
上
の
父
を
押
し
付
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
を
生
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
一
種
の
処
罰
と
な
る
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。H

elm
ut B

üttnur,a.a.O
.

（F
n59

）S.740.
さ
ら
に
、﹁
生
物
学
上
の
父
と
母
の
衝
突
が
子
に
対
し
て
影
響
が
な
い
と
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
現
実
に
対
し
て
目
を
閉
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
﹂
と
も
主
張
す
る
。

（
99
）　

ラ
ウ
シ
ャ
ー
も
ま
た
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
の
社
会
的
家
族
的
関
係
だ
け
を
重
視
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
り
、﹁
基
本
法
六
条
二
項
に
よ
る
血
縁
上
の
父
の
親
と
し
て

の
権
利
を
も
追
い
や
っ
て
し
ま
う
質
を
持
つ
社
会
的
家
族
﹂
だ
け
が
保
護
に
値
す
る
と
の
見
解
に
立
つ
。（T

hom
as R

auscher,a.a.o

（F
n59

）, R
n40.

）
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（
（（（
）　B

verfG
, F

am
R

Z2014, S.191.
（
（（（
）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
法
が
個
々
の
ケ
ー
ス
比
較
衡
量
の
余
地
が
な
く
、
法
的
な
父
と
子
と
の
間
に
社
会
的
家
族
的
関
係
が
存
在
す
れ
ば
一
律
に
血
縁
上
の

父
の
否
認
権
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
家
族
の
結
付
き
が
最
終
的
に
断
ち
切
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
は
、
国
家
の

立
法
裁
量
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
決
に
関
す
る
判
批
と
し
て
、M

arina W
ellenhofer, D

er E
uropäische G

erichtshof für M
enschenrechte und das 

V
aterschaftsanfechtung des leiblichen V

ater, F
am

R
Z2012, 832ff.

が
あ
る
。

（
（（（
）　B

V
erfG

, F
am

R
Z2015, S.817ff.

（
（（３
）　

前
掲
注
（（（
を
参
照
。

（
（（４
）　

最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
九
日
民
集
二
三
巻
六
号
一
〇
六
四
頁
等
。

（
（（５
）　

野
沢
・
前
掲
注
（
2
）
六
三
頁
。

（
（（６
）　

本
判
決
で
は
、﹁
民
法
七
七
二
条
二
項
所
定
の
期
間
内
に
妻
が
出
産
し
た
子
に
つ
い
て
、
妻
が
そ
の
子
を
懐
胎
す
べ
き
時
期
に
、
既
に
夫
婦
が
事
実
上
の
離
婚
を
し
て
夫
婦

の
実
態
が
失
わ
れ
、
又
は
遠
隔
地
に
居
住
し
て
、
夫
婦
間
に
性
的
関
係
を
持
つ
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
の
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
上
記
子
は
実

質
的
に
は
同
条
の
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
同
法
七
七
四
条
以
下
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
も
っ

て
夫
と
上
記
子
と
の
間
の
父
子
関
係
の
存
否
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
に
お
い
て
は
、
甲
（
母
）
が
被
上
告
人
（
子
）
を

懐
胎
し
た
時
期
に
上
記
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
他
に
本
件
訴
え
の
適
法
性
を
肯
定
す
べ
き
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
﹂
と
し
、
外
観
説
の
採
用
を
改
め
て

明
ら
か
に
し
た
。（
民
集
六
八
巻
六
号
五
四
七
頁
）

（
（（７
）　

否
認
権
者
を
も
含
め
た
立
法
論
に
つ
い
て
、
本
山
敦
﹁
嫡
出
推
定
・
認
知
制
度
と
子
の
保
護
﹂
法
律
時
報
七
四
巻
九
号
四
〇
頁
な
ど
。
も
っ
と
も
、
生
物
学
上
の
父
に
つ
い

て
は
、
嫡
出
否
認
の
後
、
子
が
認
知
さ
れ
法
的
な
父
を
確
保
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
等
を
理
由
に
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。


